


[image: ]










社長だなんて聞いてません！




～わんこ系後輩の甘い罠～
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「休憩に行ってきまーす」

　午後一時三十分、綾野あやの結子ゆうこは社員証を外すと隣接する大型ショッピングモールに向かった。今日は月に一度の社外ランチの日だ。休み時間は一時間なので、急ぎ足で予約している鮨店に向かう。夜は目が飛び出るほど高い店だが、ランチなら気軽に入れる値段になる。店につくと、すぐにカウンター席に案内された。メニューを見て、『あわびステーキと握り寿司のセット』を注文する。

「ちょっと贅沢すぎたかな？　でも、良いか」

　小さく独りごちて口角を上げる。おしぼりで手を拭いて温かい緑茶を飲むと、肩の力が抜けてホッと息が漏れた。

　結子はアウトドアメーカーのメガストアに勤務して七年、現在はアパレルを担当している。アウトドア用品は外資系が人気だが、結子の会社は外資系と肩を並べることのできる、唯一の国産メーカーなのだ。会社には「改善提案」というシステムがある。従業員の身分を問わず、誰でも月に三件を上限に提出すると、一件につき千円の報奨金を受け取れる。提案が採用されると、別に金一封が社長から贈られるというもの。結子は毎月コツコツと改善提案書を提出し続けている。そして、支給される報奨金を貯めて贅沢なランチを摂って英気を養っていた。しがないアラサー販売員の、唯一の楽しみだった。

















第一章












　ランチを終え上機嫌で職場に戻ると、事務所がやけにざわついている。皆の視線の先には、見たこともない男性がいた。背がすらりと高くて、やたらと目立つ。会社のお洒落なアウトドアウェアを身につけて、一見すると大学生のように見える。結子は仲の良い同期の伊野いのかおりに尋ねた。

「あれ、誰？　学生バイト？」

「本社からやってきた研修生だって！　イケメンだよね」

「イケメン？　顔がよく見えないわ。それにしても、この中途半端な時期に……」

　本社採用者でも、現場の経験を積むために店舗での研修が必要だということはわかっているが、これから秋口にむかって忙しくなるから新人に構っている暇などないのだ。

　とは言うものの、イケメンと聞くとやはり気になってしまう。不謹慎だとは思いつつ、伝票の整理をしながらチラチラと視線をむけていた。よく見ると、かおりの言う通り、かなりのイケメンで、髪の毛が柔らかそうでかわいい。なんというか……わんこ系男子というイメージがぴったりだ。事務所にいる女性社員が、目をハート型にして見つめているのがちょっと怖い。波乱の予感がするのは、考えすぎだろうか？

　伝票整理が終わったので、『私は関係ないよ』とばかりにスルーして事務所を出ようとした。すると店長がガバッと振り向いて、結子に手招きをする。

「綾野くん、ちょっと」

「……はい」

（何だろう？）

　どうぞ、嫌な予感が当たりませんように……。念を込めながら店長の元に向かった。研修生はとても背が高く、小柄な結子が顔をよく見ようとすると首が攣りそうになる。

「こちら、矢追やおい健吾けんごくん。数ヶ月ウチで研修をすることになったんだけど、綾野君に指導係をしてもらおうと思っているんだ。よろしく頼むよ」

「えっ……」

　結子は絶句して店長を凝視する。

（嘘でしょう、なんで私？　男性の指導係に付けてよ～～～！）

　思いっきり罰ゲームみたいな人選だ。絶句している結子に、矢追は頭をさげて丁寧な挨拶を始める。

「矢追健吾です。本社・企業戦略室での研修を終えて、こちらに配属されました。至らない面も多々あると思いますが、ご指導お願い致します」

「こ、こちらこそ……綾野結子です。よろしくお願いします」

（入社するなり企業戦略室って……超エリートじゃないの。なんでそんな人を私が……？）

　矢追の洗練された態度に気後れしながら、結子は挨拶を返した。店長に言われるがまま、店内やバックヤードを一通り案内することになったのだが、この研修生と四六時中一緒に過ごすのだと思うと、何だか気が重い。

　それに、矢追という名字がすごく気になる。なぜかというと、矢追は社長と同じ苗字だからだ。社長は独身だと聞いていたので、もしかして彼は親族なのだろうか？　それならば、こちらの対応も変わってくる。自他ともに認める頑固者の結子ではあるけれど、社長の親族ならば忖度は必要だということくらいは分かっている。

　巨大倉庫に向かうエレベーターの中で、結子はストレートに尋ねた。

「あの、矢追さんって、社長のご親戚か何かですか？」

　結子から投げられた直球に、さして動揺もせずに、矢追は笑顔を返す。

「社長の生家の地域って、ほとんどが矢追姓ですよ。まぁ遠い親戚かもしれませんけど……」

「遠い親戚？」

「どうでも良いじゃないですか、そんなの」

　どうでも良くはないと思うのだが、それ以上は何となく聞ける雰囲気ではなかった。上手くはぐらかされた感は否めないが……社長の生家のある地区出身者だけれど、親戚関係は無いと言うことだろうか？

「あんまり気にしないで下さい」

「そ、そうですか？」

「はい。それから、後輩なので敬語を使われると、こちらがやりにくいです。僕は教えて頂く立場なので、なんなら呼び捨てでも」

「いやっ、それは無理。じゃあ、矢追……くん？」

「はい」

　言われるままに後輩扱いをすると、矢追は嬉しそうに笑顔を向けてくる。結子が何となくモヤモヤしながらエレベーターを出ると、後を付いてきた矢追が倉庫の広さに驚きの声を上げた。

「うわ……っ！」

「ま、広いから驚きますよね。上には売場ごとに小さなバックヤードが有るのだけれど、そちらの在庫が切れる前に、地下倉庫に連絡して上げてもらっています。連絡がなくても少しの時間差で売り上げがシステムに反映されるから、ここの管理者が動いてくれるので心配はいりません。それとは別に、天気や曜日によっても商品の動きが変わるから、それは売り場の担当者から在庫管理者に端末で直接連絡をしているの」

「ＭＤマーチャンダイザーの采配と実際の売り上げの間に、相違はあまりなかったですよね？」

「さすがよく分かっていらっしゃる。相違は……あまりないです」

　話をしながら、結子達は売り場に移動する。エレベーターの前で、矢追がふと思い出したように結子に問う。

「それでも、各店舗で売れる商品の特徴はありますね。特にこの店では女性のアパレルが予想以上に売れている。主な担当は綾野さんですよね？」

「下調べなさいました？　やっぱりエリートは違うんですね。まるで本部のＭＤみたい」

　新人なのに全てを知っているような矢追の口調に、結子は驚きを隠せない。見かけはアイドルみたいなのに、頭の中身はものすごくスマート。

「やめて下さいよ、エリートだなんて」

　矢追はそう言ってふんわりと微笑む。他の女性社員が見たら、目をハートにしそうな笑顔だと、結子は冷静に見ていた。

「そういえば、矢追くんはどうしてウチの会社に入ったんですか？　やっぱり、地元つながりの縁故採用？」

　結子のストレート過ぎる質問に、嫌な顔もせずに矢追は答える。

「……まぁ、そうとも言えますね。僕、大学二年の夏休みに北米へ旅行したんです。その時にトレッキングに目覚めちゃって、あちらのウェアや道具に触れるうちに、こういう商売に興味が湧いたんです。シアトルに長期滞在して、カナダにも足を伸ばしたりして……楽しすぎて、日本の大学を休学して二年間留学しちゃいました」

「そ、そうなんだ。随分とその……恵まれた学生生活だったんですね。うらやましいなぁ」

「そうですね。僕は母子家庭だったんですけど母は産婦人科医なので、それは否定できませんね」

　やっぱり見た目通りお坊ちゃんのようだ。結子は矢追をそう判断したのだが……。






　翌日。売場に向かう結子の後には、矢追がぴったりと張り付いている。

（なんだか、研修生というよりは、本部の監査みたいに思えるんですけど……）

　他の女性社員達は『矢追君の指導係なんて、いいですね～』などと言うが、結子にすれば気が重いだけだ。外見の甘さに反比例して、怜悧れいりな頭脳が煙たく感じる。

　しかし……売場に立った矢追は、初日の印象とは全く違っていた。販売の仕事なら一人でも出来そうだと判断して、矢追を売り場に放り出したのだが、だだっ広い女性用衣料品フロアでポツンと立ちつくしている。なんだか、サバンナの迷子になったキリンみたいに見える。ならば自分は、お母さんキリンだろうか？　と発想して、お母さんは無いなと思う。

「あのーすみません。もう少し薄手のダウンはありますか？」

「はいっ。少々お待ちください」

　結子の目前で、いきなり客に声をかけられた。矢追は慌てて売り場を見わたしているが、薄手のダウンが見つからないようだ。チラチラと結子に視線を向けるところを見ると、全てのアイテムがどこにあるのか、まだ把握しきれていないのだろう。

　それも当然か……。結子は助け舟を出すことにした。

「お客様、薄手のダウンでしたら、あちらに……」

　客を誘導しながら、目で、矢追に『ついて来て』と告げる。本部のエリートとは言っても、これから毎日売り場に立つのだから、慣れてもらわなくては困る。結子の後を付いて来る姿は、まるで、シッポを振っている犬っぽい。まぁ、スマートな大型犬だけど。

　お客様の対応が終わると、矢追は結子に頭を下げた。

「すみません。細かい配置がまだ頭に入っていなくて。ご迷惑をおかけしました」

「いいのよ。逆に初日からバリバリやられたら、こちらの立つ瀬がないわ」

　結子の言葉に矢追はふんわりと笑う。

「それ」

「え？」

　つい、いらない忠告をしてしまうのは、オカン体質だからなのか。

「その笑顔、五割くらいの小出しにしておいた方が身のためかも」

「笑顔？　身のため……？」

　一瞬戸惑った表情を浮かべたものの、すぐに意味を理解したのか、矢追はククッと笑いだした。声が良いので、やけに腰に響く。

「はい、了解しました。媚びは五割減にします」

　身も蓋も無い返事だが、その通りなので、結子は頷いた。

「察しがよすぎるのも……」

「鼻につきますか？」

「や、そんなこともないけど」

（あー、この後輩ったら、やっぱりクセモノだったわ）

　結子はそうぼやきながらも、矢追のギャップや頭の良さを好ましく感じていた。






　矢追がやって来て、数週間が経った。その日は晴天で、客足が非常に多い日だった。

「結子さん、助けて下さい！」

　いつものふんわり笑顔ではなく、困り果てた表情で矢追がやってきた。

「何があったの？」

「スエットのバックヤードに、薄手のカットソーが山積みされているんです。どうも倉庫係が間違えて上げてきたみたいで……。売れ筋のボアスエットが行方不明で困っています」

「わかった。行こう」

　倉庫係は定年延長者のベテランが多い。おまけに超忙しい部署なので、イレギュラーな対応は難しい。こうなったら、売り場を上司に頼んで自分達で探すしかない。これから厚手の衣料が沢山売れると見込んでいただけに、行方不明は困る。結子は上司に連絡をすると、矢追と共に地下倉庫に向かった。

「１区画のＴの13……。倉庫の方も、スエット置き場にカットソーがあるわね。ふむ……」

　結子が倉庫を我が物顔でスタスタと進むと、矢追が後を追いながら声をかけてくる。

「結子さん、アテはあるんですか？」

「あるわよ。倉庫係は言っちゃ悪いけど老眼のおじさんが多いから、たまに文字を見間違うことがあるのよ。Ｔだと……そうね～、Ｉアイと似ているでしょ？　あ、ここ！」

　結子がＩの13の棚を指す。矢追が可動式の棚を移動させてケースの中身を確認すると、目当てのボアスエットが山積みになっていた。

「ビンゴ！」

　喜びのあまりに、矢追は結子の肩を掴んだ。そのまま肩から腕にかけて大きな手で撫で下ろす。その親しすぎる動作に、結子はドキッとした。おまけに矢追は背が高いから、のしかかられるような体勢になっているので、体が近い。近すぎる……結子は急に意識してしまい、一瞬で汗がどっと出てきた。自分が赤面しているのを感じる。

「結子さん、最高！」

「や、矢追君っ、喜んでる暇なんて無いよ。これから売り場にボアスエットを山積みにしなくちゃ！」

　結子が急かすと、矢追はようやく手を離した。

「はい。じゃあ僕が上に運びます」

「うん、よろしく。私は倉庫係の誰かを見つけて、それぞれをあるべき場所に戻してもらうから、ほら行って」

　矢追が段ボールを軽々と肩に載せて走るのを見送りながら、結子は一人で放心状態になっていた。

（はーっ、赤面顔を見られなくてよかった。全く、私としたことが……イケメンの破壊力を過小評価していたわ）

　倉庫での作業を終え事務所で仕事をしていると、かおりが呑気に声をかけてくる。

「ねー結子ぉ、来週の登山どうする？　ってか、どうせ暇でしょ、行くよね？」

　行くこと前提なのはどうかと思うが、かおりの言うとおり暇だし、登山は好きなので今年も参加することに決めていた。我が社は毎年、春分と秋分の日に会社全体が休みになる。そして、店舗や部署単位での登山やキャンプが奨励されているのだ。なんと、参加すると日当がもらえるので、結子のような実家を離れた独身者には大変ありがたい行事だ。

「行くよ。どこの山だっけ？」

「今年は四国の石鎚山いしづちさんなんだって。ちょっと遠くない？」

「確かに。でも、どうせ会社からバスが出るんでしょ？　寝ていたら目的地に着くんだから、いいじゃないの」

「だね。矢追君は行くかな？　彼が行くのかって女子達が煩うるさくてさ、ねー結子、参加するのか聞いてよ」

「いやよ。何で私が」

「今のところ、矢追くんと一番親しいのは結子だけなんだから、お願い！」

　この話の落ち着く先はそこか？　一気にアホらしくなってきた。まぁ、日当を期待している自分も、かなり不純ではあるけれど……。






　今朝の騒ぎを店長に報告したら、もしかして他にも収納間違いがあるかもしれないから、午後からアパレルだけでも見直しをしてこいと言われ、矢追と二人で倉庫に籠もっている。倉庫係のおじさま方もそこかしこにいるはずだけれど、休憩中なのか姿は見えない。遠くでフォークリフトを操作する姿が見えるのみだ。矢追と二人で端末を手に確認をしていたが、上ばかり見ているので首や肩が痛くなって来た。そこで、休憩代わりにかおりの『お願い』を聞いてあげることにした。初対面の時と違い、矢追に対する結子の言葉使いも、すっかりくだけたものになっている。

「……あのさ、矢追くん」

「はい。結子さん、なんですか？」

「矢追君。その結子さんって、やめない？」

「迷惑ですか？」

「迷惑とかそんなんじゃないけど、人聞きが……ま、いいか。それより、秋分の日の登山には参加するの？」

「行きます！　結子さんも行くんでしょう？」

「うん。そうか、行くんだね」

　かおりに報告しなくっちゃ。やれやれ、今年の登山は女子が多くてうるさくなりそうだな……と、遠い目になる。

「僕、楽しみです」

「そう？　日本での登山は初めて？」

「初めてってわけでも無いですけど、結子さんと一緒だから楽しみなんですよ。……あれ、何ですか、その塩対応」

　リップサービスにソッポを向いて仕事を再開する結子を、愛想が無いと明るく非難する矢追。

「いや、塩でいいでしょ。私と一緒に山に登ったって、楽しくないと思うけどね。それより、見つけたよ。ありえないわ。Ｓと５を見間違うなんて、彼らの老眼酷くない？」

「あっ、本当だ！」

　結子達の会話が耳に入ったのか、倉庫番の中で一番の古株の大嶺おおみねがどこからともなく現れた。結子の老眼発言にイチャモンをつける。

「おい綾野、老眼のせいだって？　失敬な奴だな」

「あはっ、本当のことですもん。それより、リーディンググラスを敬老の日にプレゼントしましょうか？　それとも、なんとかルーペにします？」

　もちろん、結子には買う財力も会社を動かす力もないが、大嶺を揶揄からかうのは毎回楽しいのだ。相手もそれを分かっていて、面白がっている。

「けっ、敬老の日だって!?　そんなもん、いらんわ！」

　結子を一喝すると、大声で同僚を呼び寄せる。

「おーい、５区画は誰の担当だっけ？」

「俺じゃない」「俺も違う」

　などなど……。どこに隠れていたのか？　別のおじさま方もワラワラと集まってくる。そして、失敗のなすり合いが始まった。お互い様だと思うが、超先輩なのでさすがに口を出せない。結子は煩い男どもを無視して、矢追と別の間違い探しに向かった。

















第二章












　秋分の日の早朝。今日は恒例の職場登山の日だ。店の駐車場に全員が集合してマイクロバスに乗り込むのだが……。思っていた通り、今回は女性の参加者が多く華やかだ。今までこの行事に参加してこなかった女子達に、はたして登山などできるのだろうか？　結子は若干心配になったが、そこは、引率者の店長がどうにかするだろう。

　マイクロバスは瀬戸大橋を渡って、休憩を挟みながら四時間弱で石鎚山のロープウェイ乗り場までたどり着く予定だ。ロープウェイを使うとは言っても、歩きの距離は長い。頂上に近づくほど険しい山らしく、何気に強行軍と聞く。リタイヤする人が出てきそうだ。

　バスの中では井野かおりと隣同士になった。出発するなり隣でいびきをかいて眠り始めたので、結子も眠ることにした。一番後ろの席には、矢追が店長と座っているのだが、女性達が取り囲んでキャッキャと煩い。車内にソワソワした空気が満ちて、落ち着かないな……と感じていると、矢追が女性社員達に注意をし始めた。

「これから眠る人もいるから、静かにして下さい。でないとバスから降ろしますよ。ね、店長？」

「そ、そうだね。静かにしてね」

「ええっ！　矢追くん、厳しーい」

（おっ、割と言うね。では、私はイヤフォンを装着して寝ようっと）

　矢追のおかげで、結子は好きな音楽を聴きながら眠りにつくことができた。寝て起きてを数回繰り返す間に、バスはようやく目的地にたどり着く。バスを降りて空を見上げると、清々しく晴れている。標高千三百メートルの場所まで運ばれて、ロープウェイを降りたところでひと騒ぎが起きた。参加した女性社員の一人が、体調不良で動けなくなってしまったのだ。バスの中で持ち込みのビールを飲んでいたらしく、気分が悪くて歩けないと言い出した。それはバスで矢追の隣に座っていた女性で、矢追の腕にしがみ付きながら、一緒に残って！　と懇願している。登山をする前のアルコール摂取など絶対禁止なのに、矢追も止めなかったのだろうか？　結子は不思議に思った。

「あれは、絶対わざとだよ」

　かおりがボソッと結子に耳打ちをする。

「わざと？　なんでまた」

「だからー、矢追くんと二人っきりになりたいからだよ」

「……そこまでする？」

　勘ぐりすぎではないかと思ったのだが、かおりは真顔で頷いている。

「更衣室であの子が話しているのを聞いたんだもん。『今度の登山で矢追くんを絶対落とすから！』ってさ。本社のエリートで、社長と遠縁なら優良物件だからね。全く……女って怖いね」

「ど、同感」

　結局、副店長が一緒に残ることになって、結子はホッと一安心した。矢追の恋愛事情に興味は無いが、性格に難のある女性につかまってほしくないと思ったからだ。

　一行は登山を開始した。ドロップアウトした女性社員と違って、結子は睡眠をとったので体力は十分にある。小柄ながらも男性達にピッタリついて、サクサク山を登っていく。ブナ林が広がり、頭上から鳥の声が聞こえて、実に心地よかった。しばらくすると、一緒に歩くかおりのペースが落ちてきた。

「結子ぉ、速すぎるー」

「あ、ごめん」

　かおりに合わせてゆっくり歩くのだが、すぐに離れてしまう。

「結子、もうダメだ。俺の屍を超えて行け」

　などと、妙なセリフを吐いて座り込んでしまった。

「やだかおり、いつから男に？」

「俺はもう動けねぇ」

「はいはい」

　結子は迷いなくかおりを置き去りにした。最後尾に店長がいるのを知っていたからだ。目指す先頭は倉庫番のおじさま方が占めている。彼らは登山に慣れていて、いつもグループの先頭を歩くのだ。結子は根性を振り絞ってその近くまで迫ったのだが、やはりかなわない。還暦組に負けるのは悔しいが、無理は禁物なので追いつくのを諦めて休憩をすることにした。バックパックを肩から下ろして水を取り出す。スクリューキャップを回していると、ふわりと体が揺れた。

（やっぱり頑張りすぎたかな？）

　腰を下ろそうと俯くと、またグラッと体が傾く。……その時だった。

「結子さん！」

　背後から腕をとられて、強い力にグイッと引き寄せられた。誰だかはわかっていた。自分を下の名前で呼ぶ男性の同僚は、ただ一人だからだ。姿を見ないと思ったら、後ろを歩いていたのか。

「矢追くん。ごめん、ありがとう」

「大丈夫？」

　結子の顔を覗き込んで体調を気遣う。店内のフロアではいまだに頼りない顔を見せるくせに、今日はなぜか男らしく見えて胸がざわめく。結子の腕は、まだ矢追に掴まれていて、そこから伝わる熱がじわじわと結子から冷静さを奪っていく。

「さ、先に行ってるのかと思っていたわ」

「井野さんがへたばっていたので、しばらく様子を見ていたんですけど、後から店長が来たので任せました。結子さん、ちょっと頑張りすぎました？」

「そうみたい。倉庫のおじさま方に追いつこうとして、ちょっと飛ばしすぎたかな」

「僕が付き添いますから、ゆっくり行きましょう。ちょっとくらい休んでも、井野さんに抜かれることはないですよ」

「ふふっ。かおりったら、『俺の屍をこえて行け』なんて言うのよ」

「ははっ！　戦場か。あの人、僕にも言っていましたよ、『俺は良いから、結子を追え！』って。何ゴッコですかね？」

「もう、変な女」

　結子の呟きに矢追がまた笑う。端正な顔のイケメンなのに、笑うと目尻に笑い皺ができて途端に親しみやすくなる。こういうタイプは、絶対に女性に慣れていそうだから用心しなくちゃ。と、いつも思うのだけれど、今日はすっかり油断して、フッとその笑顔に惹きつけられそうになった。

「さあ、行きますか」

　慣れた様子で手を差し伸べてくる。思わず手を添えると、ギュッと握り締められた。しばらく歩くと、鎖場が目の前に現れた。垂直に見える岩場を大きな鎖だけを頼りに登るのだ。登山は好きだが、自ら危険に身を投じるタイプではないので、結子は二の足を踏んだ。

「結子さん、迂回路があります。そっちを進みましょう」

「本当？　よかった……」

　安心したのも束の間、迂回路も結構怖い。板でできた橋の下は断崖絶壁だ。迂回路は子供も歩いているので、怖がっていては恥ずかしい気がする。なるべく下を見ずに進もうと結子は勇気を振り絞った。その先にも鎖の岩場が二箇所あり、結子はいずれも迂回路を選択した。

「矢追くん、鎖に挑戦したいなら、私に構わず先に行ってね」

　そう言ったのだが、矢追は結子のそばを離れない。

「僕も鎖は怖いです。かと言って、迂回路も割と勇気がいりますよね。地元の方は気軽に登山されるようですけど、油断できない山ですね」

「そうね。山に油断は禁物だわ。だから、ついお客さんに、靴だけはファッションじゃなくて、機能性の高いものを勧めちゃうのよね。それと、どんな時期に山に行くにしてもコンパクトなダウンや高機能なパーカーが必要だって言ってしまうの」

「ははっ、そうですね。先週もお客さんに、熱心に靴のことを語っていましたよね」

「いやだ、聞いていたの？　だってお客さんが、イマイチ足に合わない高い靴を、可愛いって理由で買おうとするから全力で止めたのよ。最後には納得してくれたけど、いつかクレームが来そうな気がする」

「そんなことないです。お客さんの安全を守るのも、僕らの大切な仕事です」

「矢追くんも、割と熱く語るね？」

　今どきの若者だと思っていたのだけれど、矢追の仕事に対する発言に、自分との共通点を見出して、なんとなく嬉しくなってしまう。それに、連れ立って歩いている間にも、危ない箇所にさしかかると必ず手を差し伸べてくれるので、守られているような頼もしさを感じる。

　やっと千九百七十二メートルの弥山みせん山頂にたどり着いた。しかし、人が多すぎてすぐに下山したほうがよさそうだ。

「結子さん、あれが天狗岳ですよ」

　矢追が示した先には、切り立った険しい岩がそびえている。天狗岳を制覇しなければ石鎚山に登ったことにならないのだろうが、怖くてとても無理そうだ。もちろん倉庫番のおじさま方は最後の鎖を難なく登って天狗岳にいる。

「私、怖くて無理かも。矢追くん行く？」

　結子の問いに矢追が首を振る。

「僕も怖いので止めておきます。結子さん、人の少ない場所まで降りましょう」

「あ、うん……」

（男性は危ない場所にチャレンジしたがる傾向があるけど、矢追くんも本当は行きたかったんじゃないかしら？）

　結子はそう思ったけれど、一緒にいてくれる気遣いに感謝した。二人は少し下った場所で食事を摂ることにした。岩の上に腰をかけて、結子はコンビニおにぎりとタッパーに入った唐揚げを出す。矢追はコンビニのサンドイッチだけだった。唐揚げを勧めると、嬉しそうにつまんで口の中に放り込む。

「結子さん、めちゃ美味しいです。これ手作りですよね？」

「昨夜の残りなのよ。ちょうどいいと思って持ってきたの。気に入ってもらえてよかったわ」

「じゃあ、僕はお礼にコーヒーを淹れます」

　そう言ってバックパックから小さなバーナーなど、コーヒーに必要な器具を出し始めた。待つこと十数分、出来上がったものは簡易パックのコーヒーにしてはとても香りが良い。

「美味しい。やっぱり山で飲むと格別よね」

「僕が淹れたからじゃないですか？　心を込めてお湯を注ぎましたもん」

「ははっ、そうかもね。ありがとう」

　その自信はどこからくるのか知りたくもあったが、まあ良いか。と、結子は微笑んだ。雄大で美しい風景の中に身を置くと、小さいことがどうでも良くなってくるのだ。下山途中に、トレッキングコースを見つけた矢追が結子に声をかける。

「このトレッキングコースを春に歩くと、ピンクの綺麗な花の群生が見られるそうですよ」

「へぇ。ピンクの群生なんて、ロマンチックだね。見てみたいなぁ」

「見たいですか？　確か、あけぼのつつじだとか」

「あけぼのつつじ……。素敵な名前の花ね」

「いつか結子さんに見せたいなぁ」

「ん？　まるで見たことがあるみたいね。矢追くんって、本当はめちゃくちゃこの山に詳しいんじゃない？」

「そんなことないですよ。……ネットで知ったんです。結子さん、いつか僕とあけぼのつつじを見にいきましょうね？」

「う、うん。いつかね」

　この親しげな関係が、いつまでも続くみたいな矢追の言葉に、結子は少しだけ動揺した。研修が終われば縁の切れる人なのに……『いつか』なんて言われても、真に受けてはいけない。結子はそう自分を戒めた。






　山での楽しいひと時を終えると、翌日は仕事だ。参加した社員達は筋肉痛を抱えて仕事が辛そうだったが、店長だけは筋肉痛が無いと自慢していた。しかし周りでは、『多分明日になったら痛くなるよ』と、ヒソヒソ話をしていた。そんな中、矢追は店長にと筋肉痛用のゲル剤を買ってきて、「僕を年寄り扱いしないでよね」と、本人の不興を買っていたのだが、後日……。

「矢追君、薬ありがとう。ちょっと楽になった」

「良かったです。ね、翌々日にクルって言ったでしょう？　僕の親父も山に登ると、二日後に筋肉痛が出るって言ってましたから」

「親父さん何歳？」

「五十九歳です」

「え……俺、まだ五十歳だよ」

「似たようなものですよ」

　あっけらかんと笑う矢追の言葉に、店長はガックリと肩を落とした。それを見ていた結子達は、矢追の物怖じしない態度に『やっぱり只者じゃないよね』と、認識を共有したのだった。






　その後も矢追は、大物を感じさせる態度と持ちまえの勤勉さで、日を追うごとに店の重要なスタッフへと成長していった。大袈裟だが、結子は我が子が成長したような気になって、嬉しくて仕方がない。もう、フロアでもたつくことも無く、お客さんの対応も慣れたものだ。高機能ウェアの資料もかなり読み込んでいて、自分の体験談を交えながら丁寧な説明をする。海外留学の経験もあってか、外国人のお客さんにも流暢な英語で対応できる。次第に、矢追目当てでやって来る客も多くなり、確実にメガストアのスタースタッフになってきた。しかしその反面、困ったことが一つ……。

　今はアパレルを離れてキャンプフロアで研修を受けているのだが、結子が休憩に入りオヤツを食べていると、どこからともなく現れて、その日の出来事を報告にくる。教育係を解かれてはいないので、二人で話をしても問題は無いのだが……毎日やって来るので、さすがに周りの視線が気になってきた。『私の休憩時間を何故知っているの？』と聞いたのだけれど、『偶然です』とすましている。

（本当に不思議な人）

　懐かれていることに悪い気はしないものの、その神出鬼没な行動と自分への執着が、ただの同僚の範疇を超えているような気がして心配になる。

　そんなある日。結子が恒例の外ランチに向かっていると、キャンプ用品のフロアで接客をしていた矢追が、窓ごしに悲しそうな顔で結子の姿を目で追っていた。それを見て、結子はほくそ笑む。流石に接客中では追って来られないだろう。しかし、矢追の表情が飼い主に捨てられた犬みたいに見えて、ちょっとだけ良心が痛んだ。

　休憩から戻ってくると、早速矢追が駆け寄って来た。キャンプ用品のフロアはかなり遠いのに、距離をものともしない。

「結子さんひどいです。外出するなら僕も連れていってください」

「いやよ、唯一の気休めの場所なのに。それに、お互いの休み時間が合わないでしょ？　オヤツ休憩だって、よく合わせられるなーって不思議なのよね。一体どうやっているの？」

「企業秘密です」

「アホな」

　真面目な顔をして言い切るから、馬鹿らしくなってきた。結子が仕事に戻ろうとすると、矢追が慌てて追いかけて来る。

「キャンプ用品のメンバーに、今夜飲みに誘われたんですけど、結子さんも行きませんか？」

「えっ？」

　キャンプ用品売り場には、本気のアウトドア人間や遊び好きの若いスタッフが多い。悪い人達ではないのだけれど、派手なタイプが多くて結子は少し苦手だった。それにお酒はもっと苦手だ。

「うーん。お酒あんまり飲めないし……行かない」

「酒が苦手って……本当に？　山の帰りにはビールを飲んでいませんでした？」

「あれ、ノンアルだよ。それにキャンプ用品売り場って若手が多いし、私はパスするね。何なら井野かおりを誘ってやってよ。彼女お酒好きだから」

　結子はそう言うと、さっさと仕事に戻って行く。結子と入れ違いに、キャンプ用品の女性スタッフが矢追の名を呼んで駆け寄ってきた。

「矢追さぁ～ん！　お客さんが呼んでいま～す」

「あ、はい。今行きます」

　今や、矢追の名は店内に知れ渡って、どこでも人気者のようだ。メガストアはスタッフの数が多いこともあり、いまだに結子の名前を知らない人もいるくらいなのに、すごい。最初はヒョロヒョロして頼りない雰囲気だったのに、最近では動きも堂々としてカッコよく見えてくる。アウトドアメーカーゆえに、キャンプや登山に行く機会も多い。同僚達との登山にも慣れたものだと聞く。結子に懐いて何かと話しかけてくる矢追を、うっとうしいと邪険にしながらも悪い気はしない。彼のおかげで結子は、それなりに充実した毎日を過ごしていたのだった。

















第三章












　翌朝、出勤途中に自転車通勤の矢追に声を掛けられた。

「結子さん、おはようございます」

「あ、おはよう。自転車通勤なんだ？」

「はい。すぐ近くのマンションに引っ越したので、天気の良い日には自転車で通勤しています」

　電車＆徒歩通勤の結子から見れば羨ましいかぎりだ。

「マンションが近くなんていいわね」

「そうですか？　良かったら、今度遊びに来ませんか？　家飲みしましょうよ」

　軽くそう言われ、一瞬だけ返事に窮した。本気で誘っている訳がないのに……と、戸惑った自分を結子は内心で笑った。

「はいはい。機会があったらね」

「あっ、軽くあしらう感じ？　結子さん冷たい」

　少し曇った表情に罪悪感がよぎるが、本気にしてはいけない。結子はわざと明るく手を振る。

「そんなことないわよ。じゃあまた！」

　そそくさとロッカールームに入り、大きな息を吐く。もしかして他の社員達も気軽にマンションに呼んでいるのかもしれない。そう思うと、なぜだか気持ちが落ちていく。

（私ったら馬鹿みたい。矢追くんの軽口を本気にするなんて……しっかりしなくっちゃ）

　荷物をしまい、社員証を身に着けて事務所に向かう。しかし、途中でロッカーに小銭入れを忘れたことに気がつき、慌てて戻った。ドアに手を伸ばすと、漏れ聞こえる笑い声。

「見た？　朝から矢追くんにべったり。オバさんが本気にしちゃってさー、バッカみたい。綾野さんって、何気にはしゃいで見苦しくない？　痛いよね」

「だよね～。彼ってイケメンだし、話しかけられて嬉しいのはわかるけど、身の程を知れよって感じ。何歳違うんだっけ？」

「えー、七歳？　やだ～」

　去年入社した、インフォメーションセンターの若手が結子の噂をしていた。自分のことが、あまり接点の無い社員の口にまで登っているのだと思うと、怒りよりも驚きと恥ずかしさを感じてしまう。結子はそっと後ずさり、急いで事務所に向かった。

（七歳も年上じゃ無いもん。五歳違いだもん）

　矢追は二年間の留学をしているので、今は二十四歳。そして自分はまだギリギリ二十代だ。三十歳を目前にしても、心無い言葉には簡単に傷ついてしまう自分が不甲斐ない。しかし、彼女達が自分を笑い者にしながらも、結局はライバル視しているのが不思議だった。

　廊下で立ち止まり、俯いていたところでハッと我にかえる。今日も忙しいのだ、こんなくだらないことにかまっている暇はない。

「仕事！　仕事しよう」

　とは言っても、傷ついた心は隠せても自分は騙せない。他の人も、自分のことを痛いと思っているのかしら？　と、同僚の目が気になってしまう。開店までに店内を掃除して、品出し、商品の整理など、やることは山ほどあるのに……。そんなところに、矢追がやってきた。呑気な口調で声を掛けてくる。

「結子さん、本社主催の登山研修、一緒にいきませんか？」

「えっ、そんなの参加したことないし、私じゃ場違いでしょ」

「他の事業所や店舗の人もメンバーに入っていますよ。ね、結子さん参加しましょうよ」

「う……ん、ちょっと考えさせて」

　登山研修は確か一泊二日の出張扱いで、平社員が希望したところで簡単に参加できるものでは無いはず。人選は人事部がするのでは無かったか？　本社主催の登山研修なんて、敷居が高い。しかし、あの日の矢追との秋の登山はとても楽しかったので、それを思うと気持ちが揺れる。

「じ、じゃあ、私忙しいから行くね」

　ぎこちなく離れて行こうとする結子の腕を矢追が軽く掴んだ。

「結子さん、何かあった？　僕、本当は登山よりも、家飲みの話がしたかったんだけど」

　今朝マンションに誘ったのは本気だったのか？　と、結子は驚きを隠せない。

「あ、あの……今、色々と忙しくて」

「本当に？」

「うん。私、もう行かなくちゃ」

　結子は慌てて矢追の誘いから逃げた。今朝の噂話のせいで、今までのように矢追と自然に接することが出来なくて、つい愛想の無い態度をとってしまった。

　仕事中でも、なるべく矢追と接しない方がいいのだろうか……と悩むが、指導係なので到底無理な話だ。

　結子が勝手に矢追を避け始めてから数日後……。

　隣接するショッピングモールのカフェで、見たこともない綺麗な若い女性と矢追が話し込んでいるのを偶然見てしまう。その日は、月一の外ランチの日では無かったのだが、気分を変えようとレストラン街を歩いていたのだった。結子が目指すコーヒーショップの途中には、ちょっとお洒落なカフェが何軒か立ち並んでいる。その中でも高級な部類に属する店の、窓際の席に矢追がいたのだった。モデルみたいに美しく着飾った若い女性が正面に座っていた。女性は身振り手振りでお喋りをしていて、矢追はそれを慣れた雰囲気で聞いていた。

（誰なんだろう？　もしかして、彼女さん……かな）

　結子は一瞬だけ立ち止まったのだが、何故か見つかってはいけないと思って、そそくさと目指す店に向かった。落ち込みを解消しようと外出をしたのに、反対にますます落ち込んでしまう。今月いっぱいで矢追の研修が終わる。終わってしまえば、もう縁のない人なのだけれど……。

（そうだよ、関係のない人だよ。馬鹿だね結子、何を期待していたの？）

　その日の夕方、結子が事務所でカタログをチェックしていると、矢追がやってきた。目敏い店長が声をかける。

「おっ来たな、人気者！　送別会の日取りが決まったぞ」

「僕のですか？　いいんですか、そんなことをしてもらって」

「なんだろね。矢追くんの人徳？　色々な部署から声が上がって、結局大きな居酒屋を貸し切ることになったんだけど」

「えぇっ!?　なんだか、凄いことになっていますね。と言うか店長、人徳とか本気で思っていないでしょう」

「あ、ばれた？」

　彼らはとことん仲が良い。店長は矢追を息子か甥のように可愛がっている。矢追の人心掌握術は神技的で、結子は内心で『政治家にでもなれば良いのに』などと思っている。丁度パソコンのモニターで顔が隠れているので、自分が事務所にいることには気がついていないはず。悪いとは思いつつ、矢追をこのまま避けてしまおうと、結子は息を潜めていた。マウスを使わず指で画面をスクロールして、極力音を立てずに資料を読んでいたのだけれど……。

「結子さん、ずいぶんと大人しいですね」

　矢追に見つかってしまった。遠くから声をかけられてドキッとする。首を竦めながら、モニターの横から顔を出すと、矢追がしっかりこちらを見ていた。

「お疲れ様です」

　挨拶をすると、数歩で結子の側にやって来て隣に腰を掛ける。

「結子さんも参加してくれるんでしょう？」

「送別会のこと？　行くわよ」

「良かった。なんだか最近避けられている気がしていたから、嫌われたのかと思っていました」

「そんなこと……」

「知ってます？　避けられると逆に気になっちゃって、余計に追いたくなる心理って」

「えっ、何それ怖い」

　結子が本気で慄くと、矢追はクククッと笑い始めた。

「本当に結子さんって、可愛い」

「かっ、可愛いだなんて、し、失敬な……」

「はははっ！　失敬って普通使います？　結子さんって面白過ぎる」

　二人の会話に、事務所にいた社員たちが聞き耳を立てているのがヒシヒシと伝わって、結子は気が気で無い。それに立場が逆転して、矢追の方が余裕たっぷりで、まるで年上みたいな態度なのも癪に障る。

「失礼な後輩ね。オバさんを可愛いだなんて」

　言った後ですぐに後悔した。自分をオバさん扱いなんて、絶対にしたくなかったのに……。

「結子さん、ちょっと良いですか？」

「えっ、ちょ、ちょっと」

　矢追はいきなり結子の腕を取って事務所を出た。地下に向かう階段の、暗い踊り場まで連れて行かれる。

「矢追くん、離して」

　壁を背にして結子は矢追と向き合っていた。壁に手こそ突かないが、覆いかぶさるように結子に迫ってくる。結子は初めて矢追を怖いと感じた。体格や力では決して勝てない男性なのだと、強く意識したのだ。

「結子さん、本当に僕を避けてない？　ここ数日、態度が変なんだけど。気になっちゃって仕事が手につかないよ」

「そ、そんなこと無い……けど」

「けど？　やっぱり、何かあったんでしょ」

「大したことじゃ無いのよ。ちょっと女性社員が、その……私の年齢のことで噂話をしているのを偶然聞いちゃって。オバサン……って。でも、私のことで矢追くんが心配しなくて良いのに」

「結子さんはオバサンじゃないし、そんな言葉で人を落とそうとする人って一番嫌なんだよね。大体、若ければ若いほど良い……なんて幼稚な風潮は日本だけだし。でも、それがどうして僕を避ける理由になるの？」

　上手くごまかしたつもりでも、矢追はやはり鋭い。結子は焦って言い訳をする。

「さ、避けてないってば！　矢追くんの気のせいだよ！　送別会にだって行くんだから。ね、楽しく飲もうよ。とは言っても、私はそんなに飲めないけどさ」

　結子が茶化して言うと渋々頷くが、納得していないのが分かる。矢追にはごまかしや言い訳は通用しないみたいだ。

「なんだかよく分からないけど……わかった。じゃあ、送別会を楽しみにしているね」

「うん。ほらっ、仕事！　最後までしっかり頑張って」






　研修が終わると、矢追は本社に戻るものと皆は認識していた。同じ会社なのだから、送別会なんてなくても良いようなものだが……。会場にはかなりの数の社員が集まった。花束まで用意されているようで、随分と今までの研修生と待遇が違うな……。と、結子は首を傾げる。いくら人気者だとは言っても、公平ではない気がするのだ。しかし、幹事ではないので、余計なことは言えない。

　送別会には仕事用の服で良いかと思ったのだが、それでは矢追に悪い気がして、悩んだ末にお気に入りのスカートとブラウスにした。かおりと会場にたどり着くと、店内が社員だらけの不思議な空間になっていた。隅っこの席についてあたりを見渡すと、女性たちはかなりお洒落をしているように見受けられる。

「あのさぁ、私ら場違いじゃね？」

　かおりがポツンとつぶやくが、そう言う割には柔らかいワイドパンツのセットアップでフェミニンに決めている。

「いや、かおりはオシャレだよ。私の方が普段着っぽくて恥ずかしい。とは言っても、これでも頑張ったんだけどね」

「だね。結子のふんわりスカート姿なんて初めて見たもん。がんばったね」

「うん。やり過ぎないようにしようと思って、無い知恵を絞ったよ」

　普段女子力が底辺をさまよっている結子としては、かおりに褒めてもらえたのでちょっと嬉しい。あれだけ矢追が送別会を楽しみにしているのだから、お洒落をしないと悪いような気がしたのだ。

　最初だけは少しアルコールを飲もうと、かおりと同じカシスオレンジを頼んだ。遠い上座に矢追と店長が見える。挨拶が始まり、最初に店長の朴訥ぼくとつな喋りに皆が眠気をもよおしたが、その後の矢追のユーモアを交えた流暢な挨拶は盛り上がった。インフォメーションセンターの女性社員が花束を矢追に贈って、そのまま隣を陣取っている。結子はそれを見て、何故だか嫌な気持ちになる。

　乾杯の後はコース料理が運ばれて、皆はくつろいで飲み食いを始める。この店は、居酒屋にしては料理が美味しい。前菜の美味しさにつられるように、かおりのお酒を飲むスピードが速くなる。

「次はレモンサワーにしようかなー。結子は何にする？」

「私、ノンアル……」

「えー、もう一杯だけ飲もうよぉ。ちょっとだけ酔っても大丈夫だよ」

「う、うん……じゃあ、もう一杯だけ」

「甘いのが良い？　私が選ぶね～」

　かおりのペースに乗せられて、二杯目のアルコールを飲むことになった。頼んでくれたファジーネーブルは、アルコール度数は低そうだ。これで止めて、あとはノンアルビールにしよう。本当にお酒に弱いのだから仕方がない。

「やっと結子さんの所にたどり着けた」

　ファジーネーブルを飲み切って、頭がクラクラしている所に矢追がやってきた。

「あっ、矢追きゅん来たー！」

　すでに酔っているものの、なかなか潰れないかおりが矢追の腕を掴んだ。

「きゅん……って。井野さん、早速酔ってます？　腕、わりと痛いんですけど」

「そんなことないよぉ。お酒に弱いのは結子の方だよー！　ねっ」

　かおりは完全に酔っ払って、かなり楽しそうだ。

「へぇ、そうなんだ。結子さん本当に弱いの？」

「そうなのよー。去年なんて、忘年会の後に私の家に泊まったんだけど、暑い暑いって言い出して貸したパジャマを脱ぎだしてさぁ、びっくりしたんだよ」

「やだっ！　かおり、そんなことまで言わないでよ」

（もう、かおりったら。余計なことを言うんだから！　それに、矢追きゅんとか、腕に寄りかかるとか……私には、絶対できないわ）

「結子さん、脱いじゃうんですか？　意外ですね」

「もう、やめてっ！」

　矢追が来てくれたのは嬉しかったけれど、際どい話題を振られて、結子は赤面する。しかも、恥ずかしすぎて急に暑くなってきた。ちょっとお水が欲しいと思い、店員さんを呼ぶ。赤くなった頬を冷たい両手で冷ましていると、笑顔の矢追と目が合ってドギマギしてしまう。

「あの、お冷やいただけますか？」

　結子がお願いすると、かおりが注文の追加をする。

「あの、生中ください。矢追きゅんは？」

「あ、じゃあウォッカトニックください」

「ウォッカトニックってどんなの？　私にも飲ませてよ」

　かおりが無理強いをするが、矢追は笑って相手にしない。

「嫌ですよ。自分で頼んでください」

　結子はお肉を食べながら、二人のやりとりをぼーっと聞いていた。お水が届いたので、ほっとして一気に喉に流し込む。

「あっ！」

　矢追の声に驚くのと、喉を炭酸が通ったのは同時だった。動揺していたせいか、矢追のお酒を飲んでしまったのだ。それも一気に！

「あ、ごめ……矢追君。もう一回、頼も……」

　お詫びの言葉は最後まで言えなかった。本格的に頭がグラングランして、めまいに襲われたのだ。気分が悪くなってその場に屈み込む。

「ぎゃー！　結子大丈夫？　ほら、お水飲んで」

　渡された液体を用心深く口に含むと、今度はちゃんと水だった。一気に飲んで、アルコール濃度を下げようとする。

「結子さん大丈夫？」

　矢追に問われて、首をふる。すると、益々気分が悪くなってきた。

「矢追君どうしよう。結子って、酔うと動けなくなっちゃうんだ」

「僕が今から送ります」

「あ、私も行こうか？」

「大丈夫」

　二人の会話を結子は遠くに聞いていた。もうすでに夢心地だ。矢追の腕に寄りかかっていると、いい香りがしてうっとりと眠ってしまいそうになる。頭は痛くないが、とにかく体が動かない。必死に声を振り絞って二人に謝った。

「二人ともごめ……なさい。やおいく……も……ご……」






　なんだかとても暖かい繭のようなものに包まれている心地で、結子は目を覚ました。頭の天辺に微かな風を感じる。規則正しい……まるで寝息のような……。

「えっ!?」

　目に入ったのは、真っ白なテーブルランプ。ゆったりとした一人がけのソファー、小さなテーブル。そして、美しいカーテン越しの柔らかい光。上品な設えの部屋だ。自分の部屋では絶対にない。結子は知らない場所にいることで、パニックに陥りそうになった。心拍数が一気に上昇して体温が上がる。その時、自分を包み込む腕に力が入って、結子は一瞬にして理解した。

（私、誰かとホテルのベッドにいるんだ！）

「結子さん、起きたの？」

　聞き間違うはずのない声に、結子は凍りついた。

「や、矢追く……ん？」

「うん。おはよう」

　そう言って結子を抱く力を込める。その時結子は重大なことに気がついた。

「わ、私、裸っ！　きゃっ、矢追くんまで、なんでっ!?」

　人肌の感触に激しく動揺すると、背後で矢追がくくくっと笑う。

「だって結子さんってば、僕が紳士的に洋服だけを脱がせてベッドに寝かせたのに、暑い暑いって全部脱いだんだよ。井野さんの話は嘘じゃなかったんだね」

　やってしまった……。あまりの失態に結子は声も出ない。それにしても……矢追とホテルにいて、一緒のベッドで寝ている意味がわからない。しかも矢追まで裸なのは何故？　とにかくベッドから出ようとしたが、ガッチリと強い腕に掴まれて身動きが出来ない。

「は、離してっ！」

「嫌だ」

　嫌だと言われて、内心では混乱しつつも、どうしても気になったことを尋ねずにはいられない。

「ねぇっ、私達、なんでホテルにいるの？」

「タクシーに乗りこむなり寝ちゃったからね。結子さんの家を知らないから、僕の部屋に連れて行っても良かったんだけど、ちょうど目の前にこのホテルが見えたから、泊まることにした」

（泊まることにした……って、簡単に言ってくれるなぁ。かおりに連絡してくれてもよかったのに）

　とは思ったものの、自分が酔っぱらった後を全く覚えていないので、矢追に強く言えない。しかし、この変な状況からは逃げ出さなくては……。悠長に考えごとをしている間に、後ろから伸びた腕にくるりと仰向けにされてしまう。

「はっ、や、矢追くんっ、止め……」

　熱のこもった瞳に貼り付けにされ、落ちてきた唇を避けることが出来ない。最初から噛みつくようなキスをされて、結子は息もつけない。何故こんなことをするのか、真意を聞くことも出来ず、矢追のなすがままになってしまう。強く吸われ、息を求めて唇を開けば、するりと舌が滑り込む。無理強いされているのに、どうしてだか気持ち良くて抵抗できない。

「ふぁ……っ、やお……く、どうし……て」

　両手で矢追の胸を押すけれど、硬い体はびくともしない。問いかけには答えず、矢追はキスを深めていく。白い胸に伸びた手は、柔らかいまろみを撫で掴む。頂を掌で撫でられて結子の体がビクッと跳ねた。

「はぅっ」

「結子さん、気持ちいい？」

　思わずうなずきそうになるけれど、でも……ダメっ！　研修生とこんなこと。それに、同僚の女性達にバレたら何を言われるか……。こんな場面でも、会社での評判を気にして、思わず矢追の体を突き離す。
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「こんなの……だめっ！」

「どうして？」

　結子を見下ろす矢追は、拒否られているのに、余裕の表情だ。

「だって、研修生とこんなこと」

「いや、研修生は昨日卒業したし。研修生でなければ良いわけ？」

「うっ……」

　冷静にツッコむ矢追に、結子は突っぱねる理由を説明できない。

「どうして、こんなこと」

　結子の問いに、矢追はとろけそうな微笑みを浮かべて囁いた。

「結子さん、好きだよ。ずっとこうしたかった」

「えっ……？」

　矢追は驚く結子をギューッと抱きしめると、乾いた喉が水を欲するように執拗に口づけを繰り返す。結子は考える余裕を与えられず、快感の渦に落とされていく。今までの子犬のような態度とは打って変わって、矢追がまるで狼のように全てを食べ尽くそうとしている。永遠に続くかと思われる口づけに息ができない。その間にも、長い指は忙しなく結子の柔らかい肌を弄る。胸を下から持ち上げて先端を指で擦る。いつもは乳房に埋れている柔らかい先端は、固く、形をあらわにして赤く色づいてゆく。唇は耳朶を食み首筋を這う。繊細な鎖骨を沿って真っ白い胸にたどり着く。焦らすように乳輪を彷徨っていた舌が、赤く熟れた実を舐めしゃぶる。

「あぁっ、あ、や……あぁ……やおい、く……」

「ごめん。僕、全然余裕ないから……」

　かろうじて身につけていたショーツに手が伸びると、すでに濡れている場所に性急に指が押し込まれる。

「キャッ！」

「ごめん。痛かった？」

「ううん、びっくりしただけ……あっ……あ、やおいくんッ……」

　ごめんと言いながら、指は滑った密口を行き来する。湿った音が聞こえ、チリチリとした感覚に結子は思わず甘い声を上げた。遠慮を知らない指は熱く甘い蜜をたたえた中奥に入っていく。きつく締め付けてくる内部を指で広げながら、感じる場所を執拗に探る。

「んっ……っあ……はぁっ……」

　我慢できずに漏れる声を聞いて、矢追の微笑みがますます深くなる。

　結子が目を閉じて、与えられる悦楽に夢中になっていると、優しく頬を撫でられた。

「結子さん、可愛い……。目を開けて僕を見て」

「……矢追君？」

　まぶたを開くと、すっきりと綺麗な顔が目に入る。矢追は目を細めて微笑みながら、そっと口付ける。

「結子さん、初めて……なんだね？」

　矢追の問いに、結子は恥ずかしさで一杯になりながら、小さく頷いた。この年で初めてだなんて、引かれたらどうしよう……。

　同意のないままホテルに連れてこられたものの、矢追は行為を無理強いしているわけではない。結子は今、矢追と繋がりたい、一つになりたい……と、熱に浮かされたように願っていた。

「結子さんを僕のものにしたい」

　自分は矢追の〝もの〟にはならないと思うのだけれど、結子も同じことを願っている。矢追と深く繋がったら、自分はどうなってしまうのだろうか？

　結子は小さく頷いて、矢追の肩に手を当てた。

「矢追君、私も……あのっ、繋がりたい……ねぇ……して」

　結子の言葉に、矢追は目を輝かせて微笑む。指を抜いて体を起こすと、素早く避妊具を装着して結子に馬乗りになった。剛直を濡れた蜜口に押し当てられただけで結子は感じてしまって、腰がビクッと震える。蜂蜜のように粘っこい液を溢れさせるとば口に、矢追は亀頭を押し当てて、何度も擦りあげた。

「あっ……あぁっ……はぁっ……ぁ、やぁ……ん」

　鼻にかかった甘い声を出しているのが自分だなんて信じられない。でも、気持ち良過ぎて、どうしても声が出てしまう。矢追が腰をスライドさせると、ピチャピチャと粘っこい音が耳に届く。結子の頬がジワジワと赤みを帯びて、羞恥の表情に変わる。

（はっ、恥ずかしい……この音をさせているのって、私の……だよね）

　結子の表情を食い入るように見つめていた矢追が、腰を引いたあと剛直をゆっくりと押し込んできた。

「あぁッ！」

　結子はのけぞって声を上げた。まだ少ししか入っていないにもかかわらず、結子の中がキュウンと締め付けて矢追の余裕を奪う。

「結子さんっ」

「はぁっ、やおいくん……」

「ごめん、出来るだけ優しくしたいけど、きっと痛いよ」

「うん……大丈夫。来て……」

　結子にキスを落とすと、表情を見極めながらゆっくりと腰を進める。

「んっ……」

　眉を顰める結子に声をかけて、髪を撫でる。

「痛い？」

　矢追の優しさは、髪を撫でる手の動きでわかる。体の中に男性を受け入れる痛みに耐えながら、結子の胸には暖かい火が灯る。舌を差し込まれて強く吸われ、懸命にキスに応える。耳朶を噛まれ、首筋を吸われると、繋がった場所からジワジワと蜜が溢れでてくる。

「んんっ……あぁっ……ぁ、や……」

　中では痛みを感じるのに、なぜか気持ち良くて、腰が揺れる。組み敷かれながら、結子は身をくねらせて喘いでいた。

「あぁ……結子さんっ……中すごく気持ちいいよ」

　切り裂かれるような痛みは続くけれど、それとは別の、苦しさとは違う不思議な感覚に包まれそうな……でもそこには、中々手が届きそうで届かなくてもどかしい。結子の息は浅く速くなって、柔らかい肌はうっすらと湿り気を帯びて火照る。最後まで入りきって、矢追が大きな息をついた。

「ごめんね……行くよ」

　行く……？　ほんの数秒矢追の言葉を反芻していると、矢追が腰を引いて、また挿入を繰り返し始める。

「……っく、ぅあ……あぁっ！」

　シーツを握りしめて動きを受け止める。目を開けると、矢追の苦しそうで切なそうな表情が見えて、結子の胸が甘くときめいた。こんな表情をさせているのが自分なのだと思うと、想いが溢れてきそうになる。グン……と深く突かれて、思わずのけ反る。結子の小さな顎を噛んで、また腰を引き、深く押し込んだ。結子は振り落とされまいとするように、矢追の腕にしがみ付く。大きなベッドが揺れてギシギシと音を立てる。抽送を繰り返す度に、結子は大きな波に飲まれそうな不思議な感覚に襲われた。汗ばんだ肌がぴったりと合わさって濡れた音を立てる。汗まみれで、きっと側から見れば美しくも無い行為のはず。なのに、結子は矢追の熱を受け止めることができて幸せだと感じていた。

　互いの汗や体液が混ざり合って一つになっていく。矢追の肌に顔を押し付けて思いっきり息を吸うと、汗と男らしい匂いに包まれた。舌を軽く這わすと、塩っ辛い味がする。

（矢追くんの汗の味……好き）

　もっと味わいたくて、首筋を噛んで舌で舐め、耳朶をしゃぶる。技巧など関係ない。ただ思いのままに肌を味わっていると、矢追がびくっと体を震わすのがわかった。すると、剛直の容量が増して中がキツくなった気がする。その感覚は、今まで知らなかった悦楽の始まりだった。

「あぁ……結子さん。感じる……すごくイイよ」

「やおいく……、あぁッ！　いっぱい……あ、やぁっ！　や、気持ちい……っ！」

「結子さんの中、すごい……狭くて、あぁ……」

　矢追の吐息が耳をくすぐる。息がかかるだけで感じてしまって、とても、返事なんてできない。最奥を突かれ、ゴリゴリと擦られて、悲鳴のような声がもれる。

「ひぅ……っ！　あぁっ、あ、やぁーー」

「結子さん……っ！」

　同時に達した後、結子の上に大きな体がのしかかってきた。両手で抱きしめると滑らかな背中はしっとりと汗で濡れている。柔らかな髪の毛に手を絡ませて撫でると、矢追がブルッと体を震わせた。まだ固さを保っていた剛直が、結子の中でピクピクッと痙攣したのを感じて、何故かとてつもなく愛おしいと感じてしまう。

（どうしよう……私、矢追くんのことが好き……）

　不意に年齢を揶揄した彼女たちの言葉が蘇る。

『おばさんが本気にしちゃって、痛すぎだよね』

　胸がズキっと痛んで、急に目が覚めたみたいな感覚に襲われた。汗をかいた裸の肌が冷たさに震える。

（私ったら、とんでもないことをしちゃったんだ）

　矢追がドサリと隣に横たわると、こちらに手を伸ばして、さらさらとした結子の髪を撫でる。その優しい手を堪能する余裕もなく、結子は怠い体を起こした。

「わ、私……帰ります」

「えっ？　一緒に朝食を摂ろうよ。何か用でもあるの？」

「用……。そう、用があるの。帰らなくちゃ！」

　ベッドの軽い上掛けを身に纏い、あたふたと衣類を探すと、矢追が後ろから声をかけてくる。

「下着はクリーニングに出したから、もうすぐ届くけど。ちなみに洋服はクロゼットの中。結子さん、ねぇ……帰らないで欲しい」

「……わ、私、帰ります」

　結子は後ろを振り返ってそう言うと、急いでクロゼットを開ける。下着はコンビニで買って身に着けても良い。とにかく、この部屋から出ていかなければいけない。なぜか、いけないことをしてしまったという後悔に苛まれて、結子は焦っていた。側に立った矢追は全裸で、結子は顔を真っ赤にして狼狽える。

「服着て……っ。そ、そうだシャワー浴びたら？」

「結子さんも一緒に入ろう。血が出ているから、ね、優しく洗わないと」

「え、む、むり」

　行為の時の親密な雰囲気とはうって変わって、急に頑なな態度をとる結子を、矢追は必死で説得する。しかし、結子の気持ちは動かない。

「シャワー浴びている間に出て行ったりしない？」

「しない。だってほら、下着が無いし」

　矢追が疑わしそうにこちらを見るが、結子は笑顔を作って頷く。

「ほらっ、汗……風邪引くといけないからシャワー浴びてきて。ね！」

「わかった。送るから、絶対に一人で帰らないで」

　パタンと浴室のドアが閉まると、結子は大きな息をつく。

（はーっ。とにかく……帰らなくっちゃ）

　矢追がシャワーを浴びている間に、急いで身だしなみを整えた。バッグを手にドアノブに手を伸ばす。ふと後ろを振り返りシャワー室の様子を窺う。矢追に申し訳なさが湧いてくるが、今の結子には後悔しかない。年上なのに、教育係なのに、とんでもないことをしでかしてしまった……ただのセックスだと矢追は言うかもしれない。でも、結子は違う。気持ちがなければこんな行為は出来ない。だからこそ、今は自分の気持ちが溢れすぎて、逃げ出さなくては息もできない気がする。

　明日から矢追は本部の人で、会うこともないだろうけれど……。

（矢追くん、ごめんなさい）

　部屋を飛び出してエレベーターホールに向かう。足元のカーペットが分厚く、ふわふわしすぎて落ち着かない。室内も豪華だったが、もしかしてこのホテルはものすごく高級なホテルなのではないだろうか？　研修生の給料を思い出し、結子は急に心配になった。急いで部屋に戻り、呼び出しボタンを押す。シャワーを浴びている最中なら出ないかもしれない。そう思いながら少しだけ待っていると、矢追がバスローブ姿でドアを開けた。

「結子さん！」

「ごっ、ごめんなさい」

　結子はいきなり矢追に一万円札を押し付けると、廊下を全速力で走って逃げた。






　残された矢追は、唖然としながらも、含み笑いを浮かべる。

「これって？　フフッ……結子さんらしいというか、ホテル代ワリカンのつもりなんだよね？」

　これくらいでは全然足りないのだが、矢追は結子が可愛過ぎて、つい頬が緩む。結子が我に返って、自分の許から逃げ出すかもしれないということは想定内だ。今日逃がしたとしても、明日からは逃す気など全く無い。とことん攻めて自分のものにする……。矢追の心はとっくに決まっていた。

















第四章












　翌日。

　最悪の気分で出社すると、事務所内が騒然としていた。店長がスマホを握りしめ、会話を続けながら汗を拭いている。ロッカールームからやって来たかおりに、結子は小声で尋ねる。

「何かあったの？」

「あ、結子大丈夫だった？　矢追くん、送り狼になっていたりして」

　クスクスと笑いながらかおりが言う。いや、その通りですと答えることもできずに、結子は硬直した。

「大丈夫……そ、それより、店長どうしちゃったの？」

「あ、なんでもさぁ、病気療養中だった社長が会長職に退いて、会社の体制が変わるみたいで……新社長が今日いきなり店舗の見回りをするらしいよ」

「新社長って、どなたがなられるの？　甥の専務？　確か、社長って独身だったよね」

「いやそれがさ、今さっきバツイチが判明した。どうも一人息子が社長になるらしいよ」

「うそっ!?」

　社長はとてもソフトな印象のイケオジなので、以前から独身なのは何故なんだろうと思っていた。結子がバツイチ情報にショックを受けていると、店長が店内放送を始めた。

「全員、屋外のキャンプ展示場に出てください。新社長の挨拶があります」

　掃除の手を止めて、全員が芝生の敷き詰められたキャンプ展示場に向かう。結子はふと矢追の姿を探して、そうか、もういないんだよね……と肩を落とす。店長と副店長がトープテントに駆け寄るのが見えた。向かった先にはスーツ姿の男性が二人。背の高いスマートな後ろ姿が目に入り、形の良い後頭部が矢追に似ているなと思う。ホテルから逃げ出したくせに、矢追を想って鬱々とするなんて、結子は矛盾だらけの自分に呆れる。

（だめだ。重症だわ、私）

　インフォメーションセンターの女性社員達がやってきた。ロッカールームで結子を笑い者にしていた女性達だ。かおりがチラッと見て嫌そうな顔をする。

「あの子達の話聞いた？　髪の長い方が、矢追くんに振られたって大騒ぎしていたんだよ」

「えっ、そうなの？」

「そうなのよ。送別会の日、午後から仕事をほっぽり出して、矢追くんを追い回していたらしい。本社に戻っても、私に会いにきてくださいね～。なんてさ」

「……すごい」

「だよねー。矢追くんが、『そんな暇ないし、なんで君に会いにいかなきゃいけない訳？』ってキッパリ言い切ったんだって。割と男らしいよ彼」

「そうだね」

　うん。男らしいのも知っている。彼は男だよ。そう言いたいけれど、言えない。矢追の肌や、切なそうな表情を思い出し、胸がキリキリと痛む。かおりのおしゃべりを聞いていると、前列の騒めきが大きくなって来た。

「ん、なに騒いでいるんだろうね？」

「ね、なんの騒ぎだろう」

　二人で前に進んで列に加わった。

「え～、これより新社長の挨拶があります」

　店長の上擦った声が聞こえる。結子達はクスクス笑いながら、壇上の男性を見上げた。

「……えっ！」

　マイクを手に微笑んでいる男性を見て、結子は息が止まった。あれは……どう見ても矢追だ。何故彼が壇上にいるのか……？　いや、新社長の挨拶だとわかっているのだけれど、どうして矢追が新社長なのか訳がわからない。

「結子、あれ矢追君じゃない!?　ぎゃーっ、矢追くんが社長なの？　ウッソー」

　急に真空の中に紛れ込んだみたいに結子の耳から音が消えた。手が冷たくなって、貧血で倒れそうな気がする。ただ呆然と壇上の男性を見上げることしかできない。周りの社員もザワザワと落ち着かない様子だ。
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「皆さんおはようございます。社長の矢追です。一昨日までこちらで研修させていただき、大変お世話になりました。また昨夜は盛大な送別会を開催頂いたにもかかわらず、急用で途中退席をしてしまい、申し訳ありませんでした。私が身分を偽っていたのは……社員の皆さんが実際にどんな仕事をして、何を考えているのかを知って、自らの職務に活かしたいと考えたからです。当然、皆様の人事評価とは切り離して考えております。ご心配な方々の為に、そのことだけは、はっきりと申し上げておきます……」

（矢追くんが新社長!?　社長の遠い親戚って……嘘だったんだ）

　矢追のセリフに社員から笑いがおきている中、結子はショックのあまりふらついてしまった。かおりに腕を掴まれてハッとする。

「結子、大丈夫？」

「うん、大丈夫。ちょっと、びっくりしちゃって」

「結子も知らなかったんだね。それにしても矢追くん、社長の息子だったってこと？　苗字は同じでも関係ないって言っていたのにね」

「う、うん」

「同行している人は秘書かなぁ？　矢追くんほどじゃないけどイケメンだね」

「う、うん……」

（私……しっかりしなくちゃ）

　結子は気もそぞろで、生返事を繰り返していた。もう、かおりの興奮した声も耳に入ってこない。本社のエリートだから、遠い人になっちゃう……そう思っていたけれど、まさか社長だったなんて。遠い人どころか、住む世界が違う。






　社長の挨拶が終わり、全員が散会する中、結子はノロノロと持ち場に向かった。急いで掃除を終えて商品の片付けを始めなくてはいけないのだが、心が千々に乱れて仕事に集中できない。今更だけれど、社長と一晩限りの関係を結んだなんて……自分のしたことが信じられない。

（いや、後輩と寝たってことだけでも、私のキャパを超えているのよ。もう……どうしよう。もしかして私、首になる？）

　いや、それは無いだろう。冷静に考えれば大丈夫だと分かっている。しかし、頭が混乱して仕事どころでは無いのだ。

（もう、家に帰りたい……）

　そんな結子の背後で、カツン……と重い足音が聞こえた。

「結子さん」

　矢追だ。振り返るのが怖くて、結子は聞こえないフリをして仕事を続ける。このままどこかに行って欲しい。お願い、行って！　しかし、結子の願いも虚しく、肘にふわりと手が添えられた。そして、軽く握られて引っ張られる。矢追は結子の腕を取って、フロアを横断した。

「や、矢追く……社長？　離してくださいっ！」

「嫌だ。ほっといたら、昨日みたいに逃げ出しそうだから」

　社長に腕をとられて開店前の店内を進む。皆の注目を集めてしまって、結子は恥ずかしくてたまらない。何事が起こったのかと、社員達が結子と矢追を目で追う。結子は矢追の手を解こうとしたけれど力の差は明白で、とうとう店の外に連れ出されてしまった。木陰のベンチまで連行され、二人で腰をかける。

「ごめんね。開店時間までには解放するから」

「……」

　結子が無言でいると、矢追の手が腕を優しく撫でて、肘をさする。

「……っ」

「結子さん、あれから大丈夫だった？　ちゃんとタクシーで帰った？」

　結子がうなずくと、矢追はホッと頷いて、さらに言葉を重ねる。

「まだ痛い？　僕も余裕がなくて、あんまり優しくできずにごめんね」

「……そ、そ、そんなことっ！　いや、あのっ……だ、大丈夫です」

　ここには誰もいないとは言え、あまりにあけすけな言葉に結子は硬直する。さらに矢追は結子に問いかけた。

「ねえ、下着は履かずにタクシーに乗ったの？」

「なっ！　そんなことっ……」

　呑気な問いに言葉を失っていると、言った本人は隣でクスクスと嬉しそうだ。

「ごめん、ごめん。ツレナイ結子さんが可愛くて、ついからかいたくなっちゃうんだ。でも、下着をつけずに逃げられると僕は困るよ」

「なんで困るんですか？　もうっ。ちゃんとコンビニで買ってトイレで履きましたから安心してください」

「それならよかった。それと……お金返すね」

　一万円札を出されて結子が首を振ると、ポケットに押し込まれた。

「ワリカンにしたら、あのことがチャラになる訳じゃないよ？」

「あのこと？」

「僕と寝たこと」

「うっ……」

　結子が真っ赤になって目を泳がすと、矢追は含みのある笑顔で誘う。

「やっぱり、短い時間で話が終わる訳ないか。今夜食事に行こう。下着も返したいし」

「……行きません」

　結子が首を振ると、矢追は悲しそうな表情で言う。

「つれないなあ。それに敬語で話されると悲しい」

「今までは後輩だと思っていたから、くだけた話し方でしたけど、社長ですからそういうわけにいきません」

「……うーん、わかった。今日は諦めるよ」

　頑なな結子に、矢追も攻めあぐねて諦めた。セレブとか、年下とか、結子は全然興味が無いのだ。というか、むしろ避けて通りたい人種なのに、社長に迫られて困惑してしまう。そして何よりも、矢追が会長との親子関係をごまかしたり、社長になることを黙っていたことが胸に引っかかっていたのだ。

　矢追が次の移動先に向かうために店を出ると、口さがない同僚が遠巻きに結子を囲んで噂話に余念がないが、誰も社長との関係を尋ねることはできない。しかし、勇気のある者はいる訳で……昼休みに、かおりに捕まり今朝のことを質問された。

「なんでもない。ただの業務連絡だよ」

「まじで？　腕を掴まれて連行されていたけど」

「わ……私の気分が悪くなって、外に連れて行ってくれたの」

「そうなの？」

　納得はしていない様子だったが、かおりも空気を読んだのか、結子の無言の気迫に負けて黙ってしまった。しかし、色々想像はしているのだろうということはわかる。

　翌日は自身の仕事が忙しいのか、矢追は店に現れなかった。その代わり、スマホにメッセージが届く。研修生時代にメッセージアプリで連絡を取り合っていたので、別に特別なことでは無いのだが……。今日は九州の大型店舗に行っているようで、店舗やランチの写真が添付されている。結子は短い文章を読んで、一瞬で体温が上がる。

『結子さんに会いたい』

　ただそれだけの文章なのに、矢追の気持ちがストレートに伝わって来た。

（ずるい……こんな言葉を送ったりして）

　何と答えたらいいのか？　悩んだ末に、『お疲れ様です』のスタンプを送る。『私もです』なんてとても書けない。かなりの塩対応をした自覚はあったのだが、あいにく矢追は諦めを知らない男だ。その後も毎日のように結子に連絡があった。おはようの挨拶から、今日はどこそこに出張だとか、そして、週末の食事の誘い。数日間断り続けたある午後、結子は店長に呼ばれて事務所に向かった。そこで、自分がいつの間にか、一泊二日の登山研修メンバーに入っていたことを知った。以前矢追に誘われていた研修だ。

「え？　店長、私が研修メンバーに、ですか？」

「今年は綾野さんに行ってもらうことにしました。登山でも使える新作のキャンプ用品の試用がメインとなります。一泊二日の研修だから、出張扱いになるよ」

「近々店舗の棚卸しがあるから、色々準備をしようと思っていたんですけど……それに、キャンプ用品の試用なら、当店の担当者が出張した方がいいのでは？」

「棚卸しでは、いつも綾野さんが、縁の下の力持ち的な仕事をしてくれていることは知っているよ。矢追くん……いや、社長に指導してくれたみたいに、そのノウハウを他の社員にも教えてもらいたいんだ。今回は出張前に井野さんと高杉くんにレクチャーしてくれる？」

「えっ……レクチャーですか？」

「そう。綾野さんはいつまでも店舗のスタッフっていう立場じゃなくて、もっとステップアップしたいと思わない？　これからはアパレルだけじゃなくて、色々な部門に精通してもらって、ゆくゆくは主任になって欲しいと思っているんだ。」

「そんな、私が……？」

「社員の中からも綾野さんを推す声が数多く上がっているし、何より僕が綾野さんの能力を買っているんだ。期待しているよ。詳細はグループウェアに送信しておくから確認しておいてね」

「……あ、ありがとうございます」

　なんだか大変なことになってしまった。本当は店内での仕事が一番好きだから、指導する立場だなんて荷が重い。研修と称する登山も一泊二日の強行軍だと聞く。結子はため息をついて事務所を出た。

　その後、通常の仕事の合間に、結子は棚卸しの引継ぎを行った。忙しさに紛れて仕事中は矢追のことを考えずに済んだのがありがたかった。矢追も忙しく飛び回っているのか、メッセージを送ってくるだけで、店に突然やってくることも無く、そうこうしているうちに研修の日となった。






　登山研修には、いくらなんでも社長に就任したばかりの矢追は来ないだろうと油断していた。

「結子さん、おはよう！」

　本社の駐車場に集合すると、各店舗から選抜された社員とともに、矢追も参加していて、背後には信任挨拶にも同行していた秘書が控えている。矢追のウエアは完璧で、しかもかなりの重装備だ。今回は研修なので浮ついたメンバーはゼロ。それに女性も少ない。皆本気の登山をする気満々だ。結子は気を取り直して挨拶を返す。

「おはようございます……。なんだか剛力ごうりきみたいですね」

　フフッと笑った矢追の隣で、秘書の男性が言う。

「よくご存じで！　社長は日本での学生時代、剛力のバイトをしていたんですよ。ひ弱に見えますが、けっこうマッチョです」

「あ、そうなんですね」

（細マッチョなのは知っているけれど……。それにしても、日本の山にはあまり慣れていない風を装いながら、経験豊富だったなんて、またしても嘘つき）

　これまでの矢追の言葉や行動は全部嘘なのかもしれない……そう考えただけで、気が遠くなりそうだ。気持ちが矢追に傾いていただけに、小さな嘘にもショックを受けてしまう。結子のそんな気持ちなど知りもしないで、矢追は笑顔で参加者と談笑している。それを見て結子は、無性に腹立たしくなってきた。

　しかし、今回の登山研修は、赤石山あかいしやまだ。前回の登山と同じ四国山脈に連なっているらしいのだが、聞いたことの無い山だった。石鎚山とは違って、あまり有名でもない。そんな山にどうして？　と、研修先を知って不思議に思ったのだが、『登り口が他の山とは一味違う場所にあるのでお楽しみに♪』と、責任者からの研修先を知らせるメールに書かれていたので、ちょっとだけ興味が湧いた。ネットで調べると、東洋のマチュピチュというフレーズがやたらと目に付く。最初は研修を億劫に感じていたけれど、今ではなんだかんだと楽しみになっていたのだった。

　マイクロバスに乗り込むと、矢追がすかさず結子の隣の席にやってくる。

「結子さん。会いたかった」

「……っ！」

　人前で、堂々と甘い言葉を口にされてギョッとする。結子は小声で矢追を嗜めた。

「こんな所で、そんなことを言わないでください。場所をわきまえて……っ！」

「ごめん。だって、嬉しくて」

「……社長、ご自身の立場がわかってますか？」

「立場？」

　あまりにも呑気な矢追に、結子はハラハラする。あれだけ頭がいい人なのに、ハッキリ言わないと分からないのだろうか？　余計なことと思いつつ、小声で非難する。

「しゃ、社長なんですから、社員の前で、そういう軽い言動はどうかと思います」

「社長は社内恋愛をしてはいけないの？」

「えっ!?」

　ニコニコと笑顔で返されて調子が狂う。というか、堂々とアプローチをされて、結子はどう返していいか分からない。こうなったら、ふて寝をしよう。結子は到着まで、矢追を無視して寝てしまおうと決意した。アイピローとイヤフォンを装着した結子に、さすがの矢追も声をかけることができまい……。結子の思惑通り、到着まで会話をシャットアウトすることができた。

　マイクロバスに揺られて現地に向かうこと三時間半。辿り着いたのは、百年ほど前から半世紀の間、銅山の炭鉱町として栄えた産業遺跡群だった。矢追に肩を叩かれて目覚めた結子が目にしたのは、まるでアニメや小説に登場しそうな不思議な廃墟だった。珍しい光景に、マイクロバスの中から歓声が上がる。結子もバスの窓に張り付いて眼下に広がる遺跡を眺めていた。

（すごい。これが東洋のマチュピチュかぁ……）

　遺跡群を過ぎ、木立の中をバスは進む。杉の植林がされているが、どう見ても段々畑の中に木を植えているようにしか見えない。隣に陣取って離れない矢追が結子に説明を始めた。

「百年ほど前の全盛期には、ここに三千人以上の人が住んでいたんだよ。今は杉林だけど、昔は一つの街があって、劇場や役所、学校、病院など、なんでもあったんだって。ちなみにこのあたりは住宅街で、採掘した銅や住人を運ぶために鉄道も通っていたらしい」

「へえ。すごいですね」

　こんな山の中、しかも百年も前に大きな街があって沢山の人が住んでいたなんて、今となってはとても信じられない。廃墟と森の中に住んでいるのは野生動物のみ。鳥の声しか聞こえないというのに。

　林道を抜けると、急に目の前が開けてレンガ造りの建物が見えてきた。矢追の説明で変電所の跡だと分かった。バスを降りて、建物の横を通り過ぎる。アーチ型の窓には古いガラス窓が残っていて、カフェにでもしたら流行りそうな風情のある建物だ。ここから山に向けて道が整備されており、登山口になっている。皆で一列になって黙々と進む。私語をほとんどしないので、結子はなんとなく不安になるが、ついて行けば大丈夫だと分かっているので、必死に後を追った。

「結子さん、大丈夫？」

「大丈夫です」

　登山の途中、矢追に声をかけられて一瞬ホッとしたが、まだ気持ちの整理が出来ていなくて、憎まれ口をたたいてしまう。

「そう言えば……日本の山には慣れていないって言ってましたよね？　ウソつき。……それに、社長の遠縁だとかも……全部嘘だったんですよね」

　恨み節など、惨めだと思っていても、やはり責めてしまう。店のみんなは、『矢追くんって、御曹司だったんだね。やっぱモノが違っていたもんね』などと言って、好意的な発言をしていたけれど、結子にしてみれば矢追の行動の全てが嘘だったのかと、絶望的な気持ちになっていた。

「ごめん。石鎚山は親父とよく登った山だから、色々話すと素性がバレそうだと思ったんだ。他にも……結子さんに構ってほしくて、色々誤魔化したことは謝るよ。でも、社長の息子で跡取りだって言っても、研修中に本気で叱ってくれた？　親しく付き合ってくれた？　できないでしょ？」

「う……それはそうだけど。でも、嘘はいけないわ」

「ごめん……結子さん、ショックだった？」

「当たり前でしょう！　だって、私はっ……」

　矢追と寝てしまった翌日に社長だと知らされて、他の誰よりも大きなショックを受けたのだ。それを言いかけてハッとする。話をしている間に最後尾になってしまったけれど、誰かに聞かれたら最悪だ。結子はキョロキョロと辺りを見回して、小声で言う。

「と、とにかく、ショックが大きくて気持ちの整理ができません。しばらく放っておいて下さい」

「それは無理だよ。僕は結子さんが好きなんだから」

「……」

　シレッと白状する矢追の笑顔に、結子はつい許してしまいそうになる。結局願いは聞き届けられず、矢追は結子の側を離れない。道中ずっと話しかけられている内に、結子の気持ちも緩んでくる。

「今夜はヒュッテのそばで泊まりだけど、その前にすごいものが見られるよ」

「え、すごいものって何？」

「もう少し我慢して。この為に、時期を選んだんだから」

「思わせぶりなのね。気になるから教えて」

「ダメ」

　内緒にされると、ますます気になるが、矢追は教えてくれない。登っていけばいずれ分かるだろうと、懸命に山を登っていく。途中には産業遺跡がここかしこにあり、なかなか趣深い。辛い行程でも目を楽しませてくれるのがありがたかった。東赤石山を過ぎ、頂上へ向かう途中、前方にピンク色に煙る植物の群生が見えてきた。

「あれ……何っ!?」

「あれが、あけぼのつつじだよ。ほら、朝焼けの色に似ていない？」

　それはサーモンピンクに近い、美しい花だった。山の一角がピンク色に覆われて、まるで桃源郷のような……夢のように美しい眺めだった。結子は思わず歓声を上げる。

「すごい！　山にピンクの雲がかかっているみたい。きれーい！」

　近づいて見ると、枝先に咲いたピンクの花は、まるで蝶の大群が一休みしているみたいにも見える。とても珍しく、美しい花だった。他の登山者や会社の面々も写真を撮っては花と峰々の連なりに見惚れている。

「結子さんに、これを見せたかったんだ」

　矢追の言葉に驚く。

「これだったのね。でも……どうして？」

「前回石鎚山に登った時に、僕がこの花の話をしたら、結子さんが言ったでしょう？　あけぼのつつじを見たいな～って」

　確かに、そんなことを言った覚えがある。自分が何気なく放った言葉を、覚えていてくれたのか……。

「私の為に？」

「キャンプ用品の試用が今回の研修の目的だけど、僕は絶対に結子さんをここに連れて来たかった。公私混同でごめん。でも、また一緒に山に登って、今度はカッコいい僕を見て欲しかったし」

「そんな……」

「嘘をついて、本当に申し訳なかった。研修は父の命令とは言え、結子さんのいる店を選んだのは僕だ。社長の息子だということを隠していたことも、全て僕のエゴから始まっている」

　身分を偽って近づいたことを、矢追は真摯に謝った。大学卒業後本社の父親の元で修行を始めてから、毎月個性的な「改善提案書」を送って来る結子に興味を持ったこと。そして、こっそり店に見に行き、それでも足りずに、店舗での研修の際には絶対に結子のいる店にして欲しいと父に頼んで近づいたのだという。

「どうして……？　私なんかの為にそこまで」

「そんな風に自分を卑下しないで欲しい。僕は純粋に結子さんの内面を知りたいと思った。だって、結子さんの提案書は、どれも傑作だったから」

　結子は首を傾げる。

「傑作って……普通だと思うけど」

　自分は平凡を絵に描いたような人間だ。どこをとっても矢追の目に留まるような美点など無い。そして、今まで提出した提案書を思い起こし首を傾げる。そんなに「傑作」な内容では無かったはず。

　例えば、店舗で共有している道具や文房具がすぐに行方不明になるから、それぞれの場所を決めて戻すようにしたいと提出したものや、商品の魅力がまだ判らない社員の為に、店舗敷地内での夜キャンプなど、かなりの自信を持って提案したけれど、採用はされなかった。

　矢追にそう言うと、「いやいや」と首を振られる。

「大きなホワイトボードに道具を引っ掛けて、持ち出した社員が自分のネームプレートをそこに貼る、なんて、やりすぎみたいだけど、「アリバイ名札」なんて、良いアイディアだったよ。ネームプレートを貼り忘れた社員がいたら、必ず自己申告。おまけに罰ゲームとして、休憩時間に最低一つの小話で、同僚を笑わせること……なんて。なんなの、可愛すぎるでしょ」

「実はあれには自信があったのよ。でも、採用はされなかったわ」

「僕は強く推したんだけど、専務が……あ、叔父ね、彼が難癖をつけたんだ。『小話が出来ない社員には、本当の罰ゲームになるから可哀想だ』ってさ」

「専務、優しいのね」

「そうかな？」

　矢追はさりげなく結子の両手を握った。そして、少し背を屈めて目を合わせる。

「聞いて欲しい……僕は、結子さんの、仕事に対する真摯な姿勢を尊敬している。結子さんを知れば知るほど、好きになっていくのを止められなかった。僕はまだ頼りなくて全然社長らしく無いけれど、結子さんの協力があったら、きっと良い社長に成長できると思うんだ」

「私の協力？」

「うん。僕のパートナーになってほしい」

「パートナー？」

　パートナーという言葉に、結子はビジネスライクな響きを感じとってしまう。自分の能力を買いかぶっているわけでは無いが、自分の協力があれば良い社長になれるなんて、まず会社ありきな発想に違和感を持ったのだ。そこに愛はないのだと、結子は思い込んでしまった。黙りこくった結子がソッポを向くと、心配そうにこちらを伺っている秘書と目が合った。顔を背ける結子に、矢追は懇願する。

「返事はすぐでなくて良いから、真剣に考えて欲しい」

「……はい」

　結子は小さくコクンと頷いた。未来は無いと思っていた関係に思わぬ光が射してきたということなのだろうか？　結子の気持ちは今、戸惑いと喜びの間で揺れていた。

（信じていいのかな？　本当に？）

　その夜は、山頂から少し下ったヒュッテと呼ばれる山小屋の近くでキャンプをすることになった。ヒュッテで休む登山者もいるが、会社の面々の殆どがテントを設営している。結子はテントを持参していないので、ヒュッテの中で休んでいた。日焼け止めを落として汗を拭くと、すっきりして、疲れも和らいできた。体の汗拭きもメーク落としも、全てシート状の化粧品で済ませることが出来るのは本当にありがたい。自社でこんな衛生用品も開発できないのだろうか？　コストがかかりすぎるだろうか？　……と、結子はそんなことをぼんやりと考えていた。

　足が少し痛いので、消炎鎮痛ジェルを塗るためにバックパックの中を探していると、背後から声が掛けられる。

「結子さん、ここにいたんだ！　ねえ、夕焼けが綺麗だよ」

「矢追くん」

　急かされて、慌ててリュックを手に外に出る。靴を履いてから、メイクを全て落としていることに気がついて躊躇した。

「わ、私っ……行かない」

「何言ってんの？　行こうよ」

「だって、メイク落としちゃったから」

　矢追の方は、何だそんなことか。とでも言いたそうな表情で結子を見つめる。

「気にしなくても良いのに。化粧を落としても可愛いよ。でも気になるなら、人目につかない所で見る？」

「う、うん」

　いちいち言うことが乙女心をくすぐる。言葉が巧みすぎるので、逆に嘘かも？　と勘ぐりたくなるが、夕焼けを見たかったので、帽子を被って外に出ることにした。予あらかじめ皆から少し離れたところにテントを設営していたようで、そこに案内された。一人分にしては少し余裕のあるサイズのテントだ。

「結子さん、今夜はここで休めば？」

「えっ!?　私、ヒュッテで休もうと思っていたんだけど」

「もったいない。いい気候なんだから、テントで休もうよ。新商品のチェックも一緒にやって欲しいし」

「……何もしない？」

　結子が心配そうに見上げると、矢追は苦笑して頭を掻いた。

「こんなところで何もできないよ。僕はそこまでひどい男じゃない」

「あ、ごめ……」

　言いすぎたと反省していると、矢追が西の空を指して結子の背を押した。

「ほら、沈むよ」

　さっきまで、あたり一面が眩しいオレンジ色に包まれていたのに、もう雲が紫色に染まっている。山で見る夕日は、下界と違って、ダイナミックでより鮮やかに見える。それでいて、日が沈むと一気に真っ暗になるので、自然の怖さを間近で見せつけられたような気分になる。結子は天空のショーに圧倒されて言葉を失くしていた。こんなにも美しいものを眺めていると、自分の小さなこだわりがバカバカしいものに感じられてきた。

（私は、小さなことを色々と気にしすぎなのかな？）

　少しの間、物思いにふけっていたのだけれど……気がつくと、矢追がランプの火をつけて食事の準備を始めている。他のメンバーもそれぞれが持参の食事を温めたりと忙しそうだ。矢追が大きなリュックから色々な食材を出しては調理を始めるので、自分が持ってきたパンは出番がなさそうに思える。矢追が持参しているのはレトルト食品だが、パッケージを見ると、シチューやスープなどがあり、とても美味しそうだ。

「あの、パンを持ってきているんだけど、今夜は残して朝食に使う？」

「そうだね。今夜は僕が持ってきた食材だけでお腹いっぱいになると思うよ」

「私も手伝うわ」

「結子さんは疲れているから休んでいて」

　そう言われて、テントの中に押し込まれた。テキパキと準備をする矢追の姿を眺めていると、研修生の頃と何も変わらないような錯覚を覚える。

（でも、今は社長なんだよね。本当に、嘘みたい……）

　年下だからという理由で矢追を拒否していたくせに、今ではただの後輩なら良かったのにと思ってしまう。社長である矢追に交際を申し込まれたのに、現実味がまるで感じられない。それに、そこまで気に入られる理由が理解できずに結子は混乱しているのだ。

　自己評価が低すぎるのは昔からで、理由は自分でもわかっている。学生時代の失恋の経験が足かせになっていて、自分に自信が持てないのだ。

　ぼんやりと眺めている間に、矢追は持参した食料を皆にも分けて、自分達の夕食の準備も手際良く進めている。大きなリュックからは、次々と様々なものが出てくる。試作品の折りたたみ式のコンロやテーブルまでもが出てきて、結子はびっくりした。小さなアルミの板が、あっという間に広いテーブルに変身する。彼のリュックはまるで異次元ポケットだと感心する。折りたたみ式のコンロに火をつけて、矢追が結子に声をかける。

「最新式のコンロだよ、これで夕食を温めるんだ」

「すごいね、初めて見たわ」

　キャンプ用品試用のための登山だと思い出し、矢追に見とれてぼんやりしていた自分を結子は内心で叱る。いつまでも矢追の嘘にこだわって、公私混同していたのは自分の方だったのかもしれない。

　矢追は、本来の目的を果たすためにテキパキと動いている。小さな鍋でスープを煮たり、折り畳みテーブルの仕様を確認したりと、全ての新商品のチェックを真剣な表情で行っていった。結局、全て矢追が準備をしてくれて、結子は座って待っていればよかった。至れり尽くせりだ。小さな灯りの下で二人並んで食事を摂ると、スープの美味しさに目を見張る。

「これ、美味しい！」

「でしょう？　オーガニックの輸入品なんだけど、美味しいよね。ウチでも、これからは食品も開発できると良いなって思っているんだ」

「オーガニックで美味しいものなら、多少値段が高くても売れるかも。良いわね」

　仕事の早い矢追だから、もうすでに開発部に号令を出していたりして……と、結子は勝手に想像して笑みがこぼれた。

（でも、やっぱり……嘘をつかれたことが気になってしまう。私って、心の狭い人間なのかなぁ？　どうして単純に矢追くんの胸に飛び込めないんだろう……）

　何故だか涙がじわりと染みてきた。そんな結子の想いなど知る由もない矢追は、食事の後にもせっせと動き回って、今度はコーヒーを淹れる準備を始めている。やがて、コーヒーの豊潤なアロマが漂ってきた。

「はい。結子さんの分」

　ホーローマグを差し出されて、両手で受け取った。顔を近づけると、香りにホッと癒される。

「いい香り」

　あたりはすっかり暗くなっていて、肌寒く感じられるくらいだ。結子が体を震わせると、矢追がコンパクトに畳まれていたダウンのブランケットを取り出して肩に掛けてくれる。

「ありがとう。暖かいね、これも新製品？」

「そう。どこまで薄く暖かくできるかって、試作を重ねた自信作だよ。この素材で、どのメーカーよりも暖かくて薄いダウンジャケットも作る予定」

「すごいね。ねえ、柄は？　女性用には可愛いプリントで作って欲しいなぁ」

「ふふっ。結子さんならそう言うだろうと思っていたよ。どんな柄が良いか、一度企画書を出してみる？」

「えっ、良いの？」

「現場からの声が、一番お客さんの気持ちを反映しているからね。トップセールスである結子さんの意見を聞きたい」

　アパレルは得意分野だ。結子はダウンジャケットの構想が次々と湧いて来て止まらなくなった。矢追が目を細めて自分を見つめているのを感じて顔を向けたけれど、甘い視線がくすぐったくて、結子は目を伏せた。

（私ったら、また矢追くんが社長だってことを忘れて、タメ口でおしゃべりしちゃった。ダメだなぁ……）

　寒気がしてブランケットを手繰り寄せると、その暖かさにホッとする。ふと空を見あげると、雲の合間から星がキラキラと輝いていた。結子があまりの美しさに言葉を失くしていると、矢追がブランケット越しに結子の肩を抱いて側頭部をコツンとくっつけてきた。

「綺麗だね」

「うん。こんなに綺麗な星空って初めてかも。あけぼのつつじもすごく可憐だったし、矢追く……社長、ありがとうございます」

「結子さん、急に社長って言うのやめて。今は勤務外時間だし、他人行儀で寂しい」

　会社の活動で山に来ている訳だし、矢追は社長に違いないのだが……結子は失礼だとは思ったけれど、望み通りにくだけた話し方に戻した。

「じゃあ……矢追くん、寒くない？　ブランケットに入る？」

　無理やり参加させられた登山研修だけれど、沢山の綺麗な景色を見せてもらえた。それに何より、矢追が嘘をついてまで、結子のいる店で研修をした理由を聞くことができて、よかったのかもしれない。まだ少しだけわだかまりは残っているけれど、心の奥では、矢追の嘘を許す気になっていた。結子はブランケットを開いて矢追の肩にかける。

「ありがとう」

　辺りは人影がまばらで、おそらく、会社の参加者達はそれぞれのテントでくつろいでいるのだろう。いくつものテントから柔らかい灯りが漏れている。

「皆、もう寝るのかしら？」

「まだ早いかな。お喋りしたり、読書したり色々なことをして過ごすんだよ」

「矢追くんは、山では夜どんなことをして過ごしているの？」

　結子が問いかけると、矢追は嬉しそうに語りだした。

「本も読むけど、どちらかと言えば、ボーッと音を聞いて無になっている」

「音？」

「木のざわめきとか、風の音、小動物の動く音や鳴き声かな……。ちょっと怖いけれど、独りぼっちじゃ無いって思えるんだ」

「そうなんだ。なんだか……素敵ね」

　結子は、超至近距離で矢追の喉仏を見上げながらぼんやりと相槌を打っていた。矢追が首を傾け、結子の視線を捉えた。ほんの数秒視線を絡ませた後、さりげなく、本当にさりげなく呟いた。

「なんだか、今すごく幸せだ。……結子さん、パートナーになって欲しいだなんてカッコつけたけど、僕は結子さんに側にいて欲しいだけなんだ。お願いだから、僕と結婚して欲しい」

「えっ……け、結婚？」

　サラッと言われて、簡単に頷きそうになったけれど、『結婚』というワードは聞き逃すにはあまりにも重大すぎた。結子は呆然と矢追を見つめた。

　パートナーと言われて、ピンとこなかったけれど、あれはやはり交際の申し込みだったのか……。それにしても、いきなり結婚だなんて、いくらなんでも唐突すぎる。結子はブランケットの中で首をのけ反らせて矢追を凝視した。矢追の言葉は心から出たものだとわかってはいるものの、結子はもらえない『一言』にこだわっていた。

　ずっと思っていた。仕事以外で自分を求めてくれる人なんて、どこにもいないんじゃないか？　ってことを。

（私をただ一人の女性として求めて欲しい。一人の素の人間として私を好きだと思って欲しい……）

　それは結子が、ずっと以前から切望していたことだ。奥さんだとか、パートナーだとか、関係ない。

（ただ私だけを、『好き！』と、強く言って欲しいのに……）

「本気なの？」

　結子をじっと見つめて、矢追はゆっくりとうなずく。

「私、社長の奥さんになることを望まれているんなら、受けることは出来ないわ」

「……どうして？」

「……」

「僕が平社員なら結婚してくれるの？　だったら……社長を専務に譲る」

　あっさりと社長の座を捨てると言う矢追に、結子は呆れて声を荒げた。常識のある女性なら、『私の為に社長の地位を捨てるって言ってくれた……』などと感激はしないだろう。

「何をバカなことを。だってあなたは会社の為に私との結婚を望んでいるんでしょう？　す、好きとかじゃなくて……」

「結子さん、好きに決まっているじゃないか！」

「決まっているって……そんなの、ちゃんと言ってくれないとわからないもん」

　なんとなく好かれていることは理解していても、自己評価が低い結子には信じがたいことだ。結婚して欲しいと懇願されても、それは会社のためなのかもしれないと勘ぐってしまう。

「何度も好きって言ってるよ。結子さん、分かってよ！」

　何となく痴話喧嘩みたいになってしまった。傍から見れば甘い言い争いにしか聞こえないのだろうが、結子は必死だ。矢追を突き放してブランケットから出ようともがくと、ギューッと抱きしめられて唇が落ちてきた。

「ちょっ、やおいく……っ」

　生温い舌に絡めとられて、結子の背中がゾクリ……と震えた。音を立てて食むようなキスは続く。もし外に聞こえたら、しぬ。恥ずかしすぎる。必死に声を押し殺しても、吐息を抑えきれない。矢追の腕を掴んでいないと心地よさに気を失いそうだ。全てが心地良くて溶けてしまう……。

「んっ……ふ……っあ……」

「結子さん、好きだ。結子さん以外、誰もほしくない。お願いだから、イエスって言って」

　返事などできない。声は矢追に奪われた。結子にできるのは息をすることだけ。甘く長い拷問が終わりを告げて、やっと結子は自由になった。

「結子さん、お願いだ。ＯＫなら頷いて欲しい」

　矢追に懇願され、結子はとっさに頷いてしまった。

「あ……」

　自分が結婚をＯＫしたことが信じられない。矢追の勢いに負けて頷いてしまうなんて。片や矢追は満面の笑みだ。

「やった！　ありがとう結子さん」

　すると、結子の耳に、遠くから拍手の音が聞こえてきた。

「社長おめでとうございます！　よかったー」

　なんと、心配でずっと聞き耳を立てていた秘書が、嬉しさのあまりに拍手をしていたのだ。他にも数人の拍手の音と笑い声が聞こえる。結子は恥ずかしさのあまりにブランケットの中に頭から潜り込んでしまった。そう言えばテントの中はランタンの灯りで、二人の影が外に丸わかりだったのだ。

（いやーっ、恥ずかしい！　明日どんな顔をしたら良いの!?）

「ありがとう！　ようやく彼女が結婚を約束してくれたよ」

　矢追はテントから顔を出して、拍手をしてくれる社員達に手を振っている。

「矢追くんったら！」

　結子は矢追のシャツの裾を引っ張って静かにするように言う。社員の前でプロポーズをやってのけるなんて、本当になんて人なんだろう。結子は矢追の大胆さを目の当たりにして慄く。

（やっぱりこの人ってば、社長の器なんだよね……？）

「明日は朝が早いんでしょう。もう静かにして寝なくちゃ」

　結子の姉さん女房的な言葉に、矢追は嬉しさのあまり感無量の表情だ。

「うん寝よう。結子さん寝袋は持ってきているの？　でも、僕の方が大きいから一緒に入って眠る？」

「絶対に入らない。おやすみなさい。矢追くんランタンの灯りを消してね」

　一緒の寝袋で寝たら、何をされるかわかったものではない。今でさえ恥ずかしくて顔から火が出そうなのに、一緒の寝袋で寝たりしたら、明日皆と顔を合わすことができないではないか。すでに矢追のことを社長と呼ぶのもバカらしくなって、すっかり以前の先輩口調に戻っている。しかし、矢追はそれが嬉しいので、彼を落ち着かせようとする結子の目論見は逆効果だ。横になると、寝袋のジッパーの隙間から伸びてくる手をバシッと叩く。

「いてぇ」

　そう言いながらも嬉しそうなので、結子はため息をつく。結局手を握られたままで睡魔に勝てなくなった。こうして、山の夜は更けていった……。






　爽やかな朝だった。食事は矢追が全部用意をしてくれるので、結子はすることがない。四国山脈の連なりを写真に収めて、ヒュッテの周りをブラブラと散歩していると矢追が呼びに来た。

「結子さん、食事にしよう」

　そう言って、後ろから結子のウエストを掴む。そのまま体をぴったりとくっつけて体を預けてきた。

「ちょ、矢追くん重いっ！」

　誰かに見られたら恥ずかしい。逃げようとするのだけれど、腰を掴まれて動けない。体が離れたと思ったら、長い髪の毛をかき分けられて首筋をチロリと舐められた。

「きゃ……」

　そのまま耳朶を軽く噛まれ、体を反転させられ唇が落ちて来た。

「あっ、や……んんっ」

　こんなところで朝からキスだなんて、結子は逃れようとするのだけれど、抱きしめられて動くことが出来ない。自分を食む唇は、その勝手な行為とは裏腹に柔らかくて優しい。結子はいつの間にか、矢追の唇を深く受け入れていた。

「結子さんと一晩テントで過ごすだけでも良いと思っていたけど、手を繋ぐだけなんて、拷問だった」

　拷問だったからと言って、朝からいきなりキスをしても良いのかな？　と思ったのだが、自分もしっかり応えてしまったのだから同罪だ。

「矢追くん、朝ごはん食べよう。冷めちゃうよ」

　まだ名残惜しそうに自分を抱きしめる両手を剥がしながら結子はテントに向かう。

　昨夜残ったパンと矢追が温めたスープを一緒に食べることができて、山での朝食にしては大満足だ。結局ヒュッテの世話にはならずに全部自分たちの持ち物で完結できたし、自社のキャンプ用品はさすがだと結子は感心した。

「新作の試用は成功だったね」

「でも、二人用の寝袋の寝心地は確かめられなかった。誰かさんが協力してくれないから」

　あれも新作だったのか。とは言っても、知っていたところで、一緒に寝たりはしなかったけれど……。

「じゃあ、自宅で試してみる……？」

　大幅に譲歩して提案してみると、矢追は嬉しそうにうなずく。

「じゃあ今夜……」

「矢追くん、うざい」

　久々に塩をまぶした返事をすると、逆に嬉しそうな顔をされてしまう。結子は逆効果だったと反省した。






　下山してマイクロバスに揺られている間、流石に疲れて、結子はぐっすりと寝入ってしまう。隣の矢追の肩に頭を預けていたらしいのだが、そんなことも覚えてはいない。マイクロバスが会社の駐車場についても、まだ頭がぼんやりしていた。矢追が結子のリュックを持ち、送る気満々で声をかけてくる。

「結子さん、送るよ」

「ううん。電車で帰るから良いです」

「ダメ。結子さんぼんやりしているし、僕は車で来ているから送るよ」

「車？」

　どんな車なのだろう？　ただ普通に興味があったのでついていくと、高級そうなＳＵＶが停まっていた。土まみれの登山靴で乗り込むのを躊躇しそうな車だ。以前は自転車で通勤していると聞いて親近感を持ったけれど、この車を見ると、やっぱりセレブっぽい……と気後れしてしまう。

「結子さん、乗って」

　催促されて、助手席に乗り込む。ふと、運転席の矢追に結子は尋ねた。

「秘書さんが運転するんじゃないの？」

「今日はプライベートだから、彼はついてこないよ。結子さんとせっかく二人っきりになれたのに、何が悲しくて秘書を同行させなきゃいけないの？」

「社長は秘書に運転してもらって、後部座席に座るものかと思っていました」

「ははっ。それ親父じゃん」

　くだらない話をしている間に車は目的地に着いた。

「え、ここ……どこ？」

　自分の家に送ってくれるんじゃなかったっけ？　そう思いながら、瀟洒しょうしゃなマンションを見上げる。そう言えば、飲み会の時も、送ると言いながら、ホテルに連れて行かれたんだった。

（私ったら、学習能力と危機感なさすぎだよね）

　ほとほと自分に呆れる。

「結子さんをマンションに送る前に、ちょっとよっていかない？」

「ここは矢追くんのマンション？　ねえ、何か企んでない？」

「企む？　結子さん、ひどいなぁ。少しでも結子さんと一緒にいたいだけなのに」

　そんな可愛いことを言われたら、つい矢追の言うがままになりそうだ。そこをグッと堪えて、少し口調を強くした。

「一緒にいたいだけって……じゃあ、私のマンションで寛いだら良いんじゃないの？」

　矢追の部屋に行くのが嫌と言うわけではなくて、こうして関係がなし崩しになりそうなのが嫌なのだ。踏ん張る結子を笑顔で見下ろして、矢追はエンジンを切った。

「じゃあ、結子さんのマンションで長居させてもらっても良いの？」

　そう言われて、結子は唇を噛んで矢追を見上げる。ヤブヘビになってしまった。黙りこむ結子に矢追が懇願する。

「ね、結子さん、ちょっとだけ……」

　外から助手席のドアを開いたままで結子の決断を待っている。上品な大型犬がクンクンと鳴いているような風情に、絆ほだされてしまいそうだ。悲しそうな顔で手を差し伸べられて、結子は結局シートベルトを外した。

「じ、じゃあ、ちょっとだけね」

　そう言うと、下がっていた矢追の眉が弧を描き、一気に破顔した。

「実は、インテリアが全然なってなくて、カーテンも標準装備だから安っぽいんだ。結子さんに見繕って欲しいなって思っているんだけど」

「そうなの？」

「うん。研修の間だけって思っていたんだけど、気に入ったから借りたままにしているんだ」

　何気に金銭感覚が庶民とは違う気がする。

「じゃあ、普段はどこに住んでいるの？」

「親父の家。退院したけど、まだ調子が良くないから、心配で同居していたんだよ」

「そうなんだ。矢追くんのおうちって複雑なの？」

「そうでもないよ。両親がお互い忙しすぎて、すれ違い離婚して、卒業するまでは母と一緒に住んでいたってことだけ。どちらも再婚していないから、一緒に住めば良いのにって思うけどね。母は面倒くさいって嫌がっているんだよ」

「お母様、今は？」

「まだ産婦人科医をしているよ。母の実家が代々それでね。ね、わかるでしょ、会社経営者と医者のすれ違い。避けられないよ」

「うーん。そうなのかな……」

　話をしている間に、矢追の部屋の前についてしまった。

「どうぞ」

　玄関に入った途端に抱き締められて、また唇を食まれる。

「ちょっ……と、矢追く」

　髪の毛を弄られて、キスは益々深くなる。矢追の勢いに押され、廊下の壁に背中が押し付けられた。

「んっ……はぁっ……」

　舌を絡ませ深まるキスに結子は我を忘れて応えていた。媚薬を盛られているみたいに頭が朦朧とする。衣服越しに感じる欲望が、存在感を増して結子を追い詰める。パーカーのジッパーが下げられて、肩をすべり床に落ちた。登山用の機能性インナーも、剥がされてブラのホックがパチンと外される。いきなり外気にさらされた胸の先端が、矢追の衣類に擦られて固くなる。それがいきなり口に含まれて、結子は声をあげた。

「ひゃ……」

　舌で転がされると、甘い痺れが背中を走る。もう片方の先端は、指で捏ねられて赤く染まっていく。

「あぁ……ん、やおいく……」

　結子に名を呼ばれ、矢追はハッと我に返る。半裸になった結子を強く抱きしめて言った。

「ごめん。結子さんを今夜、家に帰す気は無いんだ」

　言葉では謝っているのだけれど、全然悪いとは思っていないように聞こえる。半分引きずられる様に、結子は寝室に入っていく。ベッドに腰をかけると、大きな体に覆いかぶされて横たわる。

　このまま抱かれるのは嫌だ。だって、昨日から山登りで汗まみれだし、せめてシャワーを浴びたい。しかし、絶対離さないとでもいうように、結子の体はベッドに釘付けにされている。

「シャワーを浴びたいの」

「だめ。後で」

「や……私、汚いし、臭いよ」

「良い匂いしかしないから安心して。あれからずっとお預けで、我慢の限界なんだ。結子さん覚悟して」

　そう言うと、ハーフパンツとレギンスが一気に脱がされる。ショーツも荒々しく外されて、結子は全裸で横たわった。矢追はもどかしそうに全てを脱ぎ捨てると、結子の腰に跨って体を重ねてくる。

　暖かい肌が触れ合って、互いに吐息がもれる。滑らかな肌の下に硬い筋肉を感じて、結子の背が期待でゾクゾクッと震えた。

（私、物欲しげな顔を晒していない……？）

　下に伸びてきた長い指は、茂みを撫で湿った谷へと向かう。クチュンと指が入り込むと、探るように奥まで入って、ゆっくりと出ていく。その行為を何度も繰り返されて、結子の腰がビクビクッと揺れる。粘い水音が耳に届くが、もう恥ずかしさは感じない。指からもたらされる快感に夢中で声を上げていた。

「はぁっ……あぁ……ん、やおいくんっ……！」

「結子さん、気持ち良い？　ねぇ健吾って呼んで」

「あんっ！　あ、や……健吾さんっ……」

「そんな可愛い声で、僕イッちゃいそうになるよ。ね、挿れるよ」

「あ……」

　ズンッ……と、滑った蜜口に屹立が入っていく。その質量に結子は思わず呻いた。

「うぅンッ！」

　一気に奥まで突かれて、その衝撃で腰が引ける。その腰を大きな手で押さえつけられて身動きができない。腰をグラインドされ中をかき混ぜられ、鈍痛に似た快感に体が痺れる。

「あぁっ……ぁ、やぁ……」

「ごめん、痛い？」

「ううん……ちょっとキツイだけ」

　何度も激しく突かれて、衝撃のあまり、離れようとする結子の体を強い力で押さえつける。ベッドがギシギシと鳴り、頭がヘッドボードに近づく。

「矢追く……けんごさ……」

「結子さん、好きだ。ねえ、好きって言って。言ってくれるまで離さないよ」

「や、あぁっ、激し……っ」

　矢追は好きだと言ってくれているのに、結子はどうしても『好き』と応えることができない。素直ではない結子に、矢追の甘い責め苦は果てしなく続く。

　果てた後、結子を抱きしめてキスを繰り返す。痛いくらいに張りつめた胸を弄られて、結子は声を抑えられない。

「あぁ……ん、気持ちいい……っ、あぁっ……ね、舐めて……？」

　懇願すると、中で萎えていたはずのモノが、確実に中で大きく硬くなるのを感じる。矢追はいきなり引き抜くと、新しい避妊具を装着する。

「結子さんが煽るから、我慢できなくなった」

　そう言いながら、また、グン……！　と奥まで挿入する。

「ひゃッ！　あ、あぁっ……」

　子宮口の辺りを突かれて、絹のような高い声がもれた。体が痺れて全身が快楽物質に支配されているようだ。胸の先端を食まれて、背がしなる。矢追の頭を抱え込むと、指を這わせて髪の毛を思いっきり乱してやりたくなる。

「結子さんの中、すごく気持ちいいよ……。ここは正直だね。僕にまとわりついて離れないんだから」

「や、そんなこと……っ、あ……っ、あぁっ！」

　引き抜かれる寸前まで腰を引かれて、深く突かれる。その繰り返しに、いつしか結子は悲鳴のような声を上げていた。……やがて、何度目かの絶頂の後、結子は気を失うように寝落ちしてしまった。






　柔らかい光に目覚めると、目の前には長い睫毛。まだ寝入っているのか、まぶたがピクピクと動いて睫毛が微かに揺れる。

（きれいな顔……）

　女の自分よりもずっと美しいと思う。肌も憎らしいくらいに滑らかだ。

（今の状況って、実は夢かも。二度寝して目覚めたら、自分の狭い部屋にいたりして……）

　などと、今の幸せを疑ってしまう。プロポーズまでされているのだから、そんなことはないのに、自分からは『好き』と言えない。これだけガンガン押されているのに、まだ自信が無くて、彼に言葉で想いを告げることができない。仕事では言いたい放題なのに。

　矢追が好きなのに、言葉に出そうとすると、喉が詰まって言えないのだ。それは多分、古傷から解放されていないせい……。






　二十歳の頃、ふんわりと『好きだな』と思っていた男性からデートに誘われて有頂天になっていた。映画に行って食事をして……すごく幸せで、私達って付き合うのかな。と期待していた。それからも彼のアプローチは続き、結子はすっかり心を許していた。『好きです』何度目かのデートの後、彼にそう言うと、嬉しそうに『僕も』と言われて幸せだった。そんなある日……仲良くしていた女友達にランチに誘われ、店に行くと、彼が同席していた。

「え、どうして？」

　戸惑う結子の前で、友人は彼に体をすりよせて、勝ち誇ったような顔で言った。

「私達、結婚するの。ね、若木わかぎさん」

「うそ……っ」

　ようやく彼女になれた……。そう思っていた矢先に、友人と彼が付き合っていたことを知らされた。しかも最悪な状況で。結婚すると聞かされて、結子は動揺を隠せない。今までそんな素振りを見せたこともなかったのに、友人は結子に彼と親密な雰囲気を見せつけた。

（私が彼とデートしていることを知って、『彼は私のモノよ』と宣言したかったんだ。そして彼は、二股をかけていたってこと……？）

　目の前で親密な雰囲気を見せつけられて、嫌でも大人の関係なのだとわかってしまった。

「あ、あの……私っ……！」

　結子はいたたまれずに立ち上がり、化粧室に逃げ込んだ。個室に入り気持ちを落ち着けようとするのだけれど、とても無理だった。いますぐ彼らから離れたい。とにかく一人になりたかった。彼らが結婚することはショックだったけれど、自分の子供じみた恋心が友達にはお見通しだったことがとても恥ずかしかった。そして、彼のよそよそしい表情が一番辛かった。つまり、自分は二番手。友達のスペアだった？　キスなんて、されたこともない。ましてや、彼に女性として求められることさえなかった……。その事実が結子を打ちのめした。化粧室から出ると、彼らの目を逃れ自分の分の会計を済ませてから店を飛び出した。足早に自宅に向かいながら、気がつくと結子は涙をポロポロと流していた。

　好きだと伝えた時の、彼の嬉しそうな顔は嘘だったんだ……。結子の淡い恋がパチンと弾けて散った瞬間だった。そして、彼はもちろん、友達との関係も途切れてしまった。






　男の人は簡単に嘘をつく。そして、友達は男性を介すると敵になる。結子はそのことを身をもって知ったのだった。

（だから私……矢追くんに素直になれないのかな……？）

「結子さん、起きたの？」

　物思いにふけっていると、目覚めた矢追が首筋に鼻を埋めてキスをする。甘噛みをしながら軽く吸われて、ジィ……ンと背中に甘い痺れが走る。

「あっ……」

　それだけで火がついてしまう。

「結子さん、いい匂いがする。ねえ、食べていい？」

　比喩だとわかっているのだけれど、昨夜のように激しく突かれるのだと思うと、ゾクッとする。怖いような嬉しいような奇妙な感覚だ……。

　返事をする前に、仰向けにされてキスが落ちてきた。矢追の指が、簡単に秘所に入るのを、恥ずかしいと思ってしまう。触れられるのを期待して、濡れていたのかと思われたくないのだ。しかし結子の心配をよそに、矢追は喜色満面だ。

「結子さん、こんなに濡れて……かわいい」

「や……」

「どうして嫌なの？　僕は嬉しくて仕方がないのに。ねえ、挿れるよ」

　ゆっくりと重量のある屹立が入り込んでくる。

「ああっ！」

「あぁ……結子さんの中、すごく気持ちいい……」

　朝日の中で悦楽に目を閉じる矢追を見上げていると、結子の胸は切なくて、どうしてだか涙がじわじわと染みてくる。

（本当に、私は信じていいのかな？）

　抽送を繰り返すたびに、ピチャピチャと水音が響く。中壁を擦られるたびに、腰が悦楽に震える。自らが剛直を締め付けると、麻薬のような甘い痺れが体を支配した。

「あぁっ、やおいく、あぁぁーーっ」

「ゆうこさ……、このままイキたい……」

「う……ん、い……ッ」






　達した後、自分の上に体を投げ出して脱力する矢追を抱きしめて、結子は甘酸っぱい気持ちを持て余していた。

















第五章












「よっ！　社長夫人」

　会社のロッカールームで、かおりに声をかけられて結子はギョッとする。

「なっ、何？」

「やだ、照れてんの？　聞いたよ、やお……じゃなかった、社長にプロポーズされたんでしょ？」

「なんで知ってるの？　というか、人に聞かれるとまずいから、やめて」

「え、秘密なの？　悪いけど、皆知ってるよ」

「えっ!?　……皆が知っているって本当？」

「うん。社長があれだけオープンに接したら、そりゃ分かるよ。それに、登山研修のメンツの連絡網をナメちゃいかんよ。ねー結子ぉ、もう観念しなよ」

「う……」

　以前、ロッカールームで噂されたことが気になって、自然に振舞うのが少し怖い。年下の矢追に好かれていい気になっていると、噂されたことがあったからだ。年下どころか、社長との結婚となると、陰で何を言われるか……。それに、自分が浮ついた言動をとれば矢追に迷惑がかかる。ふと視線を感じて振り返ると、インフォメーションセンターの女性社員達がヒソヒソ話をしているのが見えた。結子は急いでロッカールームを出て行った。

　後ろ指をさされないように……と気をつけて、いつも以上に仕事を頑張ってしまい、昼食時間になる頃にはすっかり疲れ切ってしまった。昼食は特別に自分に甘くしてあげてもいいかもしれない。結子は隣のショッピングモールで食事を摂ることにした。予約はしていないので、人気店は避けてオムライスの店に向かう。途中にある蕎麦屋の前を通った時、ふとスーツ姿の男性が古い知人に似ている気がして立ち止まる。

（……まさかね）

　学生時代に手酷い失恋をした、先輩の若木に似ている気がしたのだ。矢追との交際が始まる前には思い出したこともない人なのに、やはり心が乱れているせいで、別人を先輩と錯覚したのだろう。結子は自分のメンタルが意外と弱いことに気がついて、残念な気持ちになる。

　店は割と空いていた。注文をした後、椅子に深く沈み込んでため息をつく。矢追からプロポーズを受けてからずっと、フワフワと心が乱れて、仕事もいつもの調子が出ない。これではいけない。そう思うのだけれど……矢追の顔や、声、蕩けるような交わりを思い出して、ついぼんやりとしてしまう。まさか、これが『恋煩い』じゃないよね？　などと自分に問いかけてみたりする。重症だ。

（本当にあり得ない。なんで私みたいな女が？　……でも、こんなんじゃダメだよね。しっかりしなくちゃ）

　それでも……外食をしたおかげで、少しリフレッシュできた。午後からの仕事はサクサク進んだ。レジ近くの小物の品出しをしていると、女性客に呼び止められた。

「ちょっと、あなた」

　それは、アウトドアショップに似つかわしくない、超高級な服装の若い女性で、以前矢追と一緒にカフェにいた人物によく似ていた。結子は驚きを隠せないまま女性に対応する。

「は、はいっ、いらっしゃいませ」

「矢追健吾を呼んでちょうだい」

　やはり以前見かけた女性と同一人物だったのか。可憐な外見に似合わない横柄な態度に、結子は怖気付きそうになる。胸の下で腕を組んで、結子の社員証をジロジロと見ている。感じの悪い態度だと思うけれど、お客様なので、失礼な対応はできない。見下したような視線を向けられるので、内心では逃げだしたいのだけれど……。

「申し訳ありませんが、社長はこちらには来店しておりません」

　結子がそう応えると、舌打ちをしてこちらを睨みつける。

「あなた、わざといないって言っているんじゃないわよね？」

「とんでもございません。あの……失礼ですが？」

　後で店長に報告するつもりで、女性に名を尋ねると、キッと睨み付けられた。

「もういいわ。本社に行くから！」

　女性がそう言って踵をかえした時、飲み物を持った三歳くらいの男の子の顔に女性の長い足が当たってしまった。女性は悲鳴を上げて避けるが、子供は転んでしまい、その拍子にジュースが床に撒き散った。

「うわーん、うわーん」

　火がついたように泣き出した子供に、結子は駆け寄り抱き起こす。

「大丈夫？　痛いところは無い？」

「何よっ、邪魔ね！　転んだそっちが悪いのよ」

　あろうことか、女性は泣く子供に悪態を喚き散らす。大泣きする子供を抱きかかえ、結子は辺りを見渡して母親を探した。一気に修羅場と化したような売り場を、とにかく鎮めなくてはいけない。その隙に、女性は逃げるように売り場を後にした。

（えっ!?　逃げた？）

　唖然と女性を見送る結子に、スーツ姿の男性が声をかけてきた。

「大丈夫ですか？」

　男性は泣きじゃくる子供の頬をハンカチで拭き、服についた液体も拭き取ってくれる。そして、結子に子供を預かるから母親を探すようにと言ってくれた。礼を言って立ち上がりながら、結子は男性から目が離せない。

（えっ!?　やっぱり、若木先輩？）

　男性は、学生時代の先輩、若木によく似ている。と言うか、本人そのものだ。結子は男性に話しかけようとした。……その時、フロアをキョロキョロしながら歩いていた若い女性が、結子達を見ると子供の名を呼び駆けよって来た。結子はホッと安心しながらも、慌てて母親に謝罪する。

「申し訳ありません。別のお客様とお子様がぶつかってしまって、お子様が転んでしまいました」

「ええっ！」

　母親は慌てて子供の怪我を確認する。泣き止んだ子供は、どこも痛くないと言うが、結子はショッピングモールの中にある診療所に受診を勧めた。その頃には店長もやって来て、母親の応対をしてくれたので、結子は子供とぶつかった若い女性を探した。しかし、女性はやはり逃げてしまった後だった……。

（ひどい……。矢追くんの知り合いなら、ちゃんと言っておかないと……）

　助け舟を出してくれた男性を探すと、すこし離れた場所に立っていた。小走りで駆け寄り、頭を下げて礼を言う。

「お世話になり、ありがとうございました。……失礼ですが、若木さんではありませんか？」

　結子の問いに、男性は笑顔で答えた。

「やっぱり！　綾野結子ちゃんだよね？」

　男性は、学生時代に憧れていた先輩その人だった。結子の恋愛恐怖症の原因を作った人物だ。やはりレストラン街で見かけたのは若木だったのだ。

「やけに結子ちゃんに似ているなぁって思っていたんだけど、助け舟を出してよかったよ」

　若木は衛生用品メーカーの企画営業部門で仕事をしていて、結子の会社とコラボ商品の企画が上っているので、偵察に来ていたのだと言う。結子は店長に若木を紹介して、助けてくれた人だと説明した。店長と談笑する若木を、結子は側で眺めていた。とっくに過去の人ではあるけれど、ひょんな再会に驚きを隠せない。仕事に戻った結子の許に、また若木がやって来た。

「結子ちゃん……あ、いや綾野さん」

「はい。若木先輩、本当にお世話になりました」

「あの、お願いがあるんだけど。良かったら、店内を案内してもらえないだろうか？」

　会社の取引先の男性であり、騒ぎを治めてくれた恩もある。店長からも案内をするように言われ、結子は了承する。キャンプで使う除菌シートやその他の衛生用品をコラボすると言うので、まずはキャンプ用品のフロアに向かった。案内をしながら、商品の説明やコンセプトを話した。メモは取らないが、結子の説明を頷きながら真剣に聞いてくれる。

「私はキャンプ用品の専門ではないのですが、こんな説明でも宜しいのですか？」

　そう尋ねると、若木はクスクスと笑う。何故笑うのか不思議に思いながらも、結子は丁寧な案内に努めていた。

「結子ちゃんは変わらないね」

「えっ？」

　親しげにそう言われて、結子は戸惑いを隠せない。

「昔から真面目だったよね」

「そ、そうでした……？　あの、こちらがキッチン用品のコーナーになります。当社の調理器具は、価格は高めですが、その分高機能でして、ご自宅でも使われるお客様が多いんです」

「へえ、やっぱりカタログで見るよりも断然良いね」

「カタログを見て頂いたんですか？」

「うん。アウトドアに興味がないものだから、勉強しなきゃと思ってね。それにしても、結子ちゃんに会えるなんて、すごくラッキーだったよ」

「はあ……。あ、このダッチオーブンなどは、超人気商品です。鳥の丸焼きやパンなど、色々作れます。レシピ本もいろいろ発売されて人気となっています」

「へえ。買ってみようかな」

「料理をなさるんですか？　あ、それとも奥様……？」

　独身だとは限らないし、もしかして、学生時代のあの友人と結婚しているかもしれない。今更興味はないのだけれど、流れ上そんな会話になってしまった。若木にしてみれば、まさか結子があの失恋を長い間引きずっていたなど、思いもよらないことだろうけれど……。

「結婚はしていないよ」

「あ、そうなんですね。失礼いたしました」

「全然。それより結子ちゃん、今夜二人で食事しない？」

「えっ!?」

　突然食事に誘われて、結子は驚いてしまい、即答ができない。一瞬の間の後、結子ははっきりと断った。

「申し訳ありません。お食事はちょっと……出来かねます」

「じゃあ、明日のランチなら？　久し振りに再会したから、色々話をしたいんだよね」

　今さら若木と昔話をする気はない。結子はきっぱり断ろうと口を開いた……その時、井野かおりに声を掛けられた。

「綾野さん、お話中失礼します。あの、社長がお呼びです」

「えっ、社長が？」

「はい。事務所にいらっしゃいます」

「わかりました。あの、若木様、今日はありがとうございました。この続きはよろしければ他のスタッフに……」

「良いよ。また来ます。今日はありがとう」

　若木は手を振って去っていった。また来るのか……少しだけ憂鬱になる。そんな結子を、かおりがニヤッと笑って肘で突く。

「結子ぉ、なんだか最近モテてない？」

「え？　まさか！　あの人はたまたま再会した大学時代の先輩だよ。それより何で社長がここに？　本社にいるはずでしょ」

「それ私に聞く？　結子に会いたくて来たんじゃない？　いーなぁ、ラブラブだね」

「やめてよ」

「まあ良いから、行っといでよ」






　事務所の応接室のドアを開けると、部屋はシーンと静まり返っていた。矢追は一人でソファーに座り、忙しそうにパソコンを操作していた。秘書は同行していないようだ。

「失礼します。社長、お呼びですか？」

　結子が声をかけると、矢追が顔を上げる。いつもは過剰なほどに向けられる笑顔が、今日は消えている。何となく不穏な空気を感じて、結子の心中で危険予知ブザーが鳴り響く。

「時間が無いから端的に聞くけど、若木さんって人は結子さんの何？」

「え？　若木さん？　……あっ、あの、大学時代の先輩で、今日偶然再会したんです。それにしても……どうして知っているんですか？」

「店長からの報告だよ」

　店長はそんなことまで社長に報告するのか……。結子の中で、店長の評価が一瞬下がったが、ふと思い直す。自分の動向を報告するようにと、矢追が無理やり店長に頼んでいるのかもしれない。矢追の策略的な面を知っているだけに、結子に驚きは無い。

「あの、今日の騒動については申し訳ありませんでした。騒動の原因となった女性ですが、社長のお知り合いではないでしょうか？」

「え？」

　それは知らなかったようだ。結子はモヤモヤする気持ちを隠して、努めて冷静に説明をした。

「二十代の茶色っぽいロングヘアの女性です。とてもお綺麗な方でした。私に声をかけてこられて『矢追健吾を呼んで頂戴』とおっしゃっていました。いないと説明をしたら、本社に行こうとして、子供さんとぶつかられたんです。転んだ子供さんに謝りもしないでさっさと店を出て行かれました。その時助けてくれたのが若木先輩だったんです」

「そうだったのか……申し訳なかった。その女性のことは知っている。よく言い聞かせるよ」

「もう本社で会われたんですか？」

「いや。電話があったので対応した」

「……対応」

「結子さんには関係ないから、心配する必要は無いよ」

「……」

　本当はどういう知り合いなのか教えてほしかったけれど、心配する必要が無いと言い切られたら、それ以上聞くのは躊躇われた。

「じゃあ若木さんとは何ともないんだね。よかった」

　矢追は息を吐くと、表情が柔らかくなった。若木と自分の関係を本気で心配していたのかと、結子は意外に思った。自分の中ではすでに終わっている男性なので、そんなことを矢追が心配する必要はないと思い込んでいたからだ。

「それを聞きたかったんだ。結子さん、今夜ご飯を食べに行かない？」

「……行きません」

　何となくあの女性の素性を上手くはぐらかされた気がして、結子はついぶっきらぼうな口調になった。矢追は若木のことを心配していたようだが、自分はあの女性のことが気になる。しかし結子の気持ちなどわからない矢追は、帰り支度を始める。

「……わかった。僕はもう行くけど、今夜電話するね」

「お疲れ様でした」

　こちらに伸ばされた手を避けて、結子は頭を下げた。応接室を出て行く時、矢追は振り返ったが結子は最後まで笑顔を見せなかった。ドアが静かに閉められると、結子の肩の力が抜ける。

「もう、私ったら……」

　矢追に感じの悪い態度をとってしまった。社長に向かってこんなこといけないよね……？　反省はしていても、あの女性のことをちゃんと説明してくれないのが気になってしかたがない。

（……私にプロポーズをしておきながら、女性の影があるのはおかしいわ。それに、ちゃんと説明してくれないのはどうして？　やっぱり私のことを本気で好きではないの？）

　それでも、帰りぎわの矢追の寂しそうな顔が気になってしまう。大人気なかったと思い、謝ろうと駐車場に向かった。あのＳＵＶが見えたので、車に近づこうとすると……車の助手席には、あの茶髪のロングヘアの女性が座っていた。運転席に乗り込む矢追に、親しげな様子で話をしている。結子の足はショックですくんでしまった。

（対応って、迎えに来ることだったんだ……）

　もしかしたら、彼女はただの知り合いかもしれない。冷静になれ！　と自分に言い聞かせるのだけれど、学生時代の悪夢が蘇ってしまって、悪い結末しか想像できない。結子は踵を返すと、急いで店内に戻っていった。






　その夜、矢追からの電話が遅くにかかって来たのだけれど、結子は出なかった。朝スマホを確認すると、着信が三件。暗い気分で仕事をしていると、昼前に若木がやってきた。

「結子ちゃん、こんにちは」

（昨日、また来るとは言っていたけれど、本当に来たんだ……）

　仕事熱心なら良いことだけれど、若木の態度になんとなく軽薄なものを感じて、結子は身構えた。

「若木さん、どうされたんですか？」

「どうしても結子ちゃんに会いたくて、偵察を一日伸ばしたんだよ。昨日フラれたから、また押しかけちゃいました。ランチならいいでしょう？　行こうよ」

　学生時代と同じように気安く声をかけてくる若木に、結子は戸惑ってしまう。おまけに、自分に会いたいからと仕事のスケジュールを簡単に変えるだなんて、嬉しいなんてとても思えない。逆に仕事をなめているように感じられて、嫌だと思ってしまう。それにしても、矢追の女性関係に気を取られていたせいで、若木のことが頭から抜け落ちていた。警戒していなかったことが悔やまれる。

「いいえ、私は……」

「もう予約しているんだよね。美味しいって評判の店なんだ。頼むよ」

　店名を聞くと、なかなか予約が取れない人気店だった。前から行きたいと思っていただけに、一瞬返事を躊躇していると、若木がグイグイ押してくる。

「休憩の時間を教えてよ。迎えにくるから」

「えっ？」

　提携関係にある会社の担当者でもあるので、無下にはできない。結局押しきられてしまい、ランチに行くことになってしまった。巨大ショッピングモールに隣接した高級店が立ち並ぶ店の前をアウトドア用の服装で歩くのは恥ずかしかったが、一歩店内に入ると、カジュアルな服装の若い客も多く、浮きまくるという感じではなかったので安心した。席に案内され、結子がホッと息を吐くと若木が話しかけてくる。

「いきなりなんだけど、実は結子ちゃんにずっと謝りたかったことがあってね。今日は強引な真似をしてごめん」

「いいえ。あの、謝るって何ですか？」

「うん、それは……食事の後で。結子ちゃん、ピーマン以外は嫌いなもの無かったよね？　僕が勝手に予約しちゃったけど大丈夫だった？」

「あ、はい。大丈夫です」

　今ではピーマンも克服しているけれど、自分の好き嫌いまで覚えていたのかと意外に思った。それにしても何の話があるのだろう？　素敵な店に連れて来てもらっているにもかかわらず、結子の気持ちは重い。

　飲み物を聞かれ、ノンアルコールワインを選ぶと早速前菜が運ばれてくる。

「わっ、すごく美味しそう」

　思わず歓声を上げるほど、美しく盛り付けられた前菜は味も最高だった。ノンアルワインを飲んで美味しさに驚く暇も無く、すぐに次が運ばれてくる。

「時間が限られているから、早めに運んで欲しいとお願いしたんだよ。さすが、絶妙のタイミングだね」

「そうですね。それにしても、ものすごく美味しいです。こんな人気店よく予約できましたね」

「気に入ってもらって嬉しいな。頑張ったかいがあったよ」

　デザートを残すのみとなったころ、若木が真面目な表情で話を始めた。

「結子ちゃん覚えているかな？　能瀬のせ彩香あやかさんのこと」

　結子にトラウマを植え付けた学生時代の友人の名だ。結子は顔を強張らせながらうなずいた。

「あの時はすまなかった。あの後、僕も卒業を控えてバタバタして、結子ちゃんに説明ができなかったことがずっと心残りだったんだ」

「あの、説明頂くことは何もありません。単に友達が彼氏を紹介した。それだけのことだったんですから」

「違うんだよ！」

　若木の強い口調に結子は驚いて顔をあげた。

「え、だって……彼女と付き合っていたんでしょう？」

「彼女には別れ話をしたんだ。でも『絶対別れない』って食い下がってね。それでも、何度も話し合って、きちんと別れたつもりでいたんだけど……僕が結子ちゃんとデートしている事を誰かから聞いて、ある日、突然脅してきたんだ」

「脅し？」

　嫌な思い出が残った友達だったが、人を脅すような子ではなかったはず。意外すぎて結子は唖然としていた。

「友達の彼氏を結子ちゃんが略奪したって言いふらすって僕を脅したんだよ」

「わ、私が？　だって、彼女は若木さんと付き合っていたなんて、あの日まで一言も私に言ってくれなかったのに」

「わかっているよ。結子ちゃんに全く非は無かったんだ。僕が彼女を説得できなかったから、迷惑をかけてしまった。おまけに妊娠しているなんて、嘘をつかれて……」

「ええっ!?」

　思わず大きな声が出て、結子は若木に頭を下げた。

「すみません。びっくりしちゃって。でも……やっぱり、そういう関係だったんですね」

「まぁそこは、ごめん。でも、嘘だったんだよ。僕が責任を取ろうと一緒に病院に行くと言ったら、彼女は嘘だと白状したんだ。おまけにあの食事の後から結子ちゃんに完全に避けられて、電話もメールもシャットアウトされて、釈明も出来ずに僕は卒業しちゃったし」

「はぁ……」

　自分の知らない間に、若木の身の上にドラマみたいなことが起こっていたとは……。結子は友人だと思っていた彼女のしでかしたことに、驚きと嫌悪は感じるものの、今更どうでも良い。今の自分には、全く関係の無い人だ。おまけに、若木から、嫌な思いをさせて悪かったと謝罪されても、あるのは困惑だけ。しかし、あの頃の自分が真実を知っていれば、これまで恋愛に対して臆病にはならなかったかもしれない。それを思うと残念だと感じてしまう。結子は自分の気持ちを正直に若木に話すことにした。

「あの……正直に言えば、あの件がずっと心の傷になっていたのは事実です。でも、もう過去のことですし、今更先輩が謝らなくても……」

「それが、何年も経ってこんなことを言うのは図々しいんだけど、結子ちゃんとの偶然の再会は神様が自分にくれたチャンスかもしれないと思ったんだ。結子ちゃん、今後……僕と真剣に付き合ってもらえないだろうか？」

「……」

　衝撃だ。こんなことがあっていいのだろうか？　結子は若木の告白を聞いて、完全に言葉を失ってしまった。今更そんなことを言われても、困惑しか感じられない。告白されても、まったく嬉しくも無いし、胸もときめかない。かえって迷惑だ。その理由は……？

「せんぱ……若木さん、先日のことは感謝しています。今日も食事に誘って頂いてありがとうございました。会社の取引先の方ですし、お誘いを無下に断ることができなかったのですが……申し訳ありません、私には結婚を約束した人がいます。交際はできないんです、ごめんなさい！」

「えっ……？」

　若木から笑みが消えて、茫然とした表情になる。今更虫の良い申し出を、あっさりと受け入れられるとは思っていなかったにしても、自分に婚約者がいるとは予想外だったのだろう。もしかしたら、自分がいまだに男の意のままになる、騙しやすい女の子だと勘違いしていたのかもしれない……。結子は若木の申し出をキッパリ断って席を立った。すぐに店を出ようとして思い直し、代金を払おうとしたが、若木に返される。

「そんな心配しないで。僕も虫がよすぎた。結子ちゃんと再会できて舞い上がっていたんだね。でも、会えて嬉しかったよ。婚約者さんとお幸せに」

「……ありがとうございます」

















第六章












　職場に向かっている間、結子は矢追のことを考えていた。昨夜は電話にも出ないで、悪いことをしてしまった。今日会って、もう一度あの女性のことを聞こう。結子は今度こそ、弱気な自分を変えたかった。いつまでも、こんな私ではダメだ。夕方、結子は矢追にメッセージを送った。

『今夜会えますか？』

　しばらくして返事が返って来た。

『九時頃になりそう。大丈夫？』

『はい。お願いします』

　仕事が終わって自宅に帰った結子は、急いで支度を始めた。いつもはあまりお洒落をしないのだけれど、今日は勝負の日だから、一番綺麗な姿で矢追に会いたいと思ったのだ。ニュアンスピンクのシャツワンピース。いつもはピンクなんて着ないのだけれど、ショップで勧められて、騙されたつもりで試着したら、意外にも顔色がパッと明るく見えて、とても似合っていた。いつか、このワンピースを着て素敵な人と……そう夢見て買ってはみたものの、縁がないままクロゼットに仕舞い込んでいたものだ。ワンピースに合わせて買ったカーディガンもクロゼットから探し出す。

（今だよね、これを着るのは）

　いつも括っている髪の毛を下ろし、メイクも薄くだけれど丁寧に仕上げて、マンションの前で待つ。九時を少しすぎて、タクシーに乗った矢追が迎えに来た。タクシーに乗り込むと、矢追が遅れたことを詫びる。

「遅れてごめん。専務が張り切りすぎて、会議が白熱したんだ。……あれ？　結子さん、今日はいつもと雰囲気が違う。そのワンピースも可愛いね」

「そ、そう？」

「うん、すごく綺麗だ。僕のためにお洒落してくれたんだね？　嬉しいな。……あ、僕の行きつけの店でいい？」

「はい。すみません、お願いします」

　結子は緊張していつもの調子が出ない。言葉も敬語になっているので、矢追が怪訝そうに顔を覗き込む。

「結子さん、まだ怒ってる？」

「え？　怒っている訳じゃないけど、お話ししたいことがあって、ちょっと緊張しているのかも」

　結子の答えに矢追が表情を引き締める。

「何だか……怖いな。その話、今からする？」

「いいえ、お店についてからでお願いします」






　店のスタッフに料理と飲み物の注文を終えた矢追が、結子に向き直る。

「結子さん、結婚の約束を『無かったことに』なんてのは、嫌だよ」

「そんなことは……。私、聞きたいことがあるんです。先日の女性のことです。どういう関係の人か、ちゃんと説明してください。健吾さん、あの日本当は彼女を店に迎えに来ていたんでしょう？　私、あの後、言いすぎたと思って追いかけたら、車の助手席にあの人が乗っているのを見ちゃって……びっくりしました」

「追いかけてくれたんだ？」

「見なきゃよかったって思ったけど……あの人は健吾さんの何ですか？」

　答えによっては、このまま席を立つ覚悟で結子は尋ねた。平常心を保つのが難しかったけれど、とにかく必死だった。そんな結子に、矢追はあっさりと女性との関係を話した。

「彼女は従妹いとこだよ。僕が店のスタッフと結婚をすると聞いて、店に乗り込んできたようだね。名前を教えていなかったから結子さんに危害が及ばなくて良かったよ」

「……えっ？」

「親父の妹の娘なんだ。ちなみに、彼女への恋愛感情は全く無い」

「……従妹というよりは、恋人気取りに見えたわ。あの時、関係ないとか言わずにハッキリと教えてくれたらよかったのに」

　完全に嫉妬をしている自覚はある。矢追に嫌われるかもしれないとわかっているけれど、これだけはハッキリと言っておきたかった。それに彼女は、経営者の親族にしては、お客様や社員への態度が最悪だった。結子は、黙っておけず矢追に噛み付いてしまう。

「経営者の親族だからって、好き放題して良い訳はないわ。従妹さんは、小さなお客様への謝罪もせず、態度は最悪でした。ぶつかって来たのは子供の方だとは言え、無視して消えるなんて酷すぎる」

　メラメラと怒りを増幅させる結子に、矢追はなぜか嬉しそうだ。その表情を見て、結子の怒りのボルテージはますますアップする。

「何、ニヤニヤしているの？」

　社長に向かって、えらそうに言い放って、ハッとする。

「あっ！　ご、ごめんなさい。言いすぎました……」

「いいよ。結子さんには言いたいことを言ってほしい。一族の長の妻として、彼女にも躾をしてやって欲しいくらいだよ。我儘に育ち過ぎて、両親や従兄弟の言うことなんて全く聞かないんだから」

「嫌よ、あんな高慢な人。貴方を呼び捨てにして、まるで恋人みたいに……おかげで私は……っ」

　そう言いかけて結子は口をつぐむ。

「結子さん、どうしたの？　もしかして……従妹に嫉妬した？　だったら嬉しいな」

「し、しないわよっ！　ただ、一緒にいるのを二回も見たから、どんな関係なのかなって思っただけ。か、勘違いしないでください」

　もしかして、関係をハッキリと言わなかったのはこんな展開を矢追が期待していたからかもしれない……？　結子は完全に矢追の手の平の上で転がされているような、奇妙な感覚に襲われていた。しかし、我慢していただけに、溢れる気持ちに蓋ができない。感情が昂って涙が出そうだ。

「やっぱり嫉妬しているんじゃないの？　素直になれば良いのに。でも、僕だって、結子さんと先輩のことが気になるよ。本当に彼とは何ともないの？」

「若木さんは、関係ありません！」

　そう言ってハッとする。昨日の矢追の言葉と似ていたからだ。結子の表情で考えていることが分かったのか、矢追がククッと笑った。

「ほらね。結子さんだって、『関係無い』って言っちゃうだろう？　わかってくれた？　僕の気持ち」

「うっ」

　悔しいけれど、矢追の言うことには一理ある。現に自分が今、墓穴を掘ってしまったのだから。結子は渋々若木との経緯を矢追に説明することにした。学生時代の苦い経験、そして偶然の再会……。

「昔のことを謝られて、これから付き合って欲しいと言われたけれど、キッパリと断りました。結婚を約束した人がいるからって」

　結子の言葉で、矢追の表情がパッと明るくなる。

「良かった……ホッとしたよ。あれだけ頑張って結子さんを手に入れたと思ったのに、ポッと現れた昔の男にさらわれたら、僕は再起不能になっていたかも」

「そんな、大袈裟な。それに昔の男なんかじゃ……」

「大袈裟じゃないよ。僕がどんなに結子さんを好きかなんて、全然知らないくせに」

「……知っているつもりです。平凡な私に、あなたはおかしいくらい執着していますよね。その理由とか、策略とか、執着度合とか、全貌は知りたくないというのが本心だけど……」

「わりと言ってくれるね。でも結子さんは平凡なんかじゃないよ」

　結子の頬に手を伸ばしながら、矢追は苦笑していた。しかし、次にかけられた言葉に、伸ばされた手ばかりか、矢追の動きが完全に停止した。

「私……健吾さんが好きです。健吾さんだけです。一生、共に生きたいと思う人は……」

「……結子さん！」

　矢追は掠れた声を絞り出す。

「やっと言ってくれた……」

　感極まったのか、俯いて顔を上げてくれない。結子は次第に心配になったのだけれど、料理が運ばれて来たので、おずおずと声をかける。

「健吾さん、あの……食べましょうよ」

「うん」

　何となくゆっくり食べる雰囲気ではなくなって来た。せっかくの料理とお酒だったのに、バタバタと食事を終えて、二人は店をでた。タクシーで送られる途中で矢追が言う。

「僕のマンションに行こう。食事の後、親父に会わせようと思っていたけど、それはまた今度にするよ」

「そうなの？」

　今日お父様の家に行くのもいいかも、せっかくお洒落をしているし。などと思ったのだが、矢追は全く別のことを考えているようだ。

　タクシーがマンションに着くと、矢追に手を握られ、急いでエントランスに向かう。エレベーターの中でもギュッと手を握ったまま矢追は何も言わない。カードキーをピッと鳴らして部屋に入る。リビングに入り鞄を置き急いでジャケットも脱ぐ。結子は矢追のテキパキとした動きをぼんやりと見ていた。自分のバッグをどこに置こうか？　とキョロキョロしていると、手を差し出されてバッグを渡す。なぜかクスッと笑われて、もう片方の手で腕を掴まれた。

　矢追は結子のバッグをテーブルの上に置くと、手を引いて迷わずベッドルームに向かう。

　薄暗い照明のなか、矢追の手でワンピースのボタンが外され床に落とされた。繊細なレースのブラ越しに後ろから胸を掴まれて、柔らかいふくらみが歪む。ブラのホックが難なく外されて、胸の先端が指で摘まれ悦楽が全身に走る。
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「……ん、あっ……あぁ……っ」

　そのまま舌が首筋を這い、甘噛みされた後で強く吸われた。生暖かい感触に、ゾクゾクと背中が震える。耳の中を探られると、腰が砕けて立っていられなくなる。

「やぁ……っ、耳……弱いのぉ」

「だから虐めてあげてるんじゃない。ね、後ろから触られるのも嫌いじゃないでしょ？」

　倒れ込むようにベッドに両手をつくと、背中に矢追の体が覆いかぶさってきた。ストッキングとショーツが一気に脱がされる。ベッドに横たわると、性急に口づけが落ちて来た。舌を絡め取られ強く吸われると、息を奪われ酸欠で頭が真っ白になりそうだ。

「……んっ……ぁふ……っ……ふぁ」

　矢追のシャツの袖をギュッと握って、結子は激しい口づけに応えていた。唇を離すと、結子の額にかかった髪の毛を優しい手つきですいて囁く。

「結子さん、すごく色っぽい顔してる。このままずっと、寝室に閉じ込めておきたいくらいだ。ねぇ、そんな顔を絶対誰にも見せちゃダメだよ。僕だけのモノなんだから」

「誰に……見せるっていう……の……健吾さんしかいないの……に」

　優しい手つきにうっとりとしながらも、矢追の言葉に強い執着を感じて、何故だか背中がゾクゾクと震えた。

　爽やかな青年の仮面を脱ぎ捨てて、執拗すぎる素顔を全開にした矢追の行為は、結子を快楽の深みへと誘う。鎖骨に歯を立てられて、吸われ、甘い声が漏れる。唇が下に移動するごとに、結子の喘ぎは細い悲鳴のような声に変わり薄暗い寝室に響く。膝を折られ、恥ずかしくなるぐらいに足を開かされて、羞恥心でめまいを感じながら、結子は声を枯らせて喘いだ。ピチャピチャと猫がミルクを舐めるような音も、自らの声のせいで、耳には届かない。

「やぁっ……あ、や、恥ずか……し、あ、あぁっ！」

　小さな突起がカリッと噛まれて悲鳴を上げる。

「ヒィッ！　やぁぁ……っ、やめ……てぇ」

　刺激が強すぎて涙が出てくる。やめて！　と懇願しても、止める気は全く無いようだ。逃れようとする結子の体を押さえつけて、矢追は自らの欲を満たそうとする。溢れ出る蜜をズズッと吸われ、舌が蜜口に入り込む。……やがて結子は、柔らかい髪の毛に指を絡ませて、悦楽に溺れていった。

「おねが……い、あぁっ！　健吾さ……ん、ぁあっ……」

　矢追が顔を上げて、涙目の結子と目を合わす。

「お願いって、もっと？　あぁ……結子さん、すごくいやらしくて、可愛い顔をしている。ねぇキスして？」

　愛液にまみれた唇でニッコリと微笑まれ、乞われるがまま上体を起こす。すると、すかさず矢追が結子の腰に馬乗りになった。両手で頬を固定され唇を強く吸われる。口腔をくまなくなぶられ舌を絡め取られる。矢追のキスの味と自分の愛液が混ざったキスは、思ったよりも気持ち悪くなかった。

（私……健吾さんのキスの味……どうしてだかすごく好き）

　もうすっかり矢追に飼い慣らされているのかもしれない。避妊具のパッケージを破る音が聞こえる。結子はこれから起こることを想像して、腰が期待で甘く溶けていくように感じた。

「結子さんの中に、何もつけずに入りたいけど……今はまだ、我慢だね」

　まだお互いの両親に挨拶さえしていないのだから、我慢をしているのだと矢追は言う。何も装着せずに挿入されたら、どんな感覚なのかしら？　結子は少しだけ楽しみにしているのだけれど、それは言えない。

（私……随分と健吾さんに浸食されているのかもしれない……一生、この人から逃げられないんだろうなぁ）

　蜜口に屹立が押し当てられて、亀頭がメリメリと押し込まれていく。

「はぅ……っ」

　中壁を擦りながら進む剛直を感じて、思わず声が漏れた。膝を折られて体重がかかると、ズシン……！　と、一気に挿入されて子宮にまで衝撃が伝わる。そのまま腰を引かれ、また激しく入ってくる。

「うっ……はぁ……っ、あ、あぁッ！」

　脳が溶けるような快楽に溺れそうになると、自らが剛直を強く締め付けるのを感じた。何度も腰を打ちつけられて、結子はまた悲鳴に近い声をあげる。

「あぁ結子っ！　すごく気持ちいい……」

「はあっ、はぁ……っ、あ、やぁッ……健吾さん……」






　激しくも甘い時間を過ごした後、二人はしばらく微睡んだ。目覚めた矢追は結子にこう告げた。

「できるだけ早くお互いの両親に紹介して、入籍だけでも先にしたいと思っているんだけど、どう思う？」

「……そうね。挨拶はしておいた方がいいと思うわ」

　結子に逃げられては困ると真剣に思っている矢追は、できるだけ早く入籍をしたいと考えている。結子も、両家の会食の前に、両親と矢追の顔合わせは必要だと考えていたので、明日にでも挨拶に行きたいと言われて、早速実家に電話をかけた。結婚を考えている男性を紹介したい……そう母に話すと、母は電話口で言葉を失っている。

「……お母さん、聞いてる？」

「えっと……結婚？　結子が？　えっ……あなた、彼氏がいたの!?」

　今更なセリフだが、母親の気持ちはわかる。男性の影が全くない結子が実家に帰ると、いつも『彼氏を作れ』と、ハッパをかけていたからだ。クリスマスやバレンタインデーにも、彼氏いない歴を更新していた娘が、結婚できるなんて思ってもみなかったのだろう。

　母は、社交的な性格で、若い頃にはモテたらしいのだが、結子はどちらかと言えば父親に似て、地味な顔と生真面目な性格なのだ。

「あのね……結婚の挨拶のために、明日彼を家に連れて行くから、家の中とかちゃんとしておいて欲しいの」

「随分急ねえ、どんな方？　お母さんが知っているひと？　あっ、まさか貴女、妊娠しているってことは……？」

「もうっ、無いですっ！　相手は、お母さんが全然知らない人よ。お父さんにも、ちゃんと家にいるように伝えておいてね」

「結子ったら、詳しく教えてよ！　同じ会社の人？」

　どう言ったら良いのだろう……明日いきなり矢追に会わせて社長だと言ったら、腰を抜かすかもしれない。やはり電話で言っておいた方がいいのかな……。

「お母さん、ウチの会社の社長をイケオジだって騒いでいたでしょう？」

「うん。お母さん、好みだわ～、えっ、まさか！」

「違う、違う！　相手は息子さんの方なの。彼が新社長になっちゃって……。って、お母さん聞いてる？」

「……」

　返事がないので、不安になって問いかけると、スマホを耳から離して父親に大声で伝達をしている。

「お父さんっ、大変！　結子が、結子が社長と結婚するって」

「結子がケッコン!?　えっ……社長？　お母さん、ちゃんと説明して！」

　娘と電話が繋がっていることを完全に忘れて、両親はオタオタし始めた。結子は遠い目になりながら、そっとスマホをタップして通話を切った。

「どうだった？」

　側で聞いていた矢追が、後ろから結子のウエストに手を伸ばしてくっ付いて来る。

「ん。両親がちょっとパニックになっているけど、明日は大丈夫だと思う」

「そう？　嬉しいな。結子さんのご両親に挨拶したら、その後でお袋に会ってくれる？　親父は……お互い顔は知っているし、別に良いか」

「会長は私のことなんてご存知ないでしょう？」

「知っているよ。誰だと思っているの？　僕の親父だよ。真面目で勤勉な社員の情報は必ず収集しているよ。結子さんはその筆頭だからね。おまけに、僕が会いたい、会いたいってうるさかったしね」

「そ、そうなの……？」

　矢追家の人々の性格が怖くなってきたが、好きになってしまったものは仕方がない。結子は若干の恐怖に慄きながら、首にかかる甘い吐息を意識していた。
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　それから三ヶ月後……。

「主任、リーディンググラスが届きました」

「ありがとう。机に置いといてください」

　注文していた、地下倉庫のおじさま方のリーディンググラスがやっと届いた。揃いも揃って老眼を認めない頑なな彼らのために、特別に注文したものだ。これから地下倉庫に降りて、彼らに装着を強いるのだ。結子は箱を手にエレベーターに乗り込んだ。

　矢追との結婚後、しばらくしてから、結子はフロア主任に抜擢された。メガストアの広大な売り場の管理をする役目を仰せつかったのだ。まだ口さがない社員も少しはいるが、結子はもう陰口に動揺したりしない。それは、矢追の励ましのおかげだが、それとは別に、結婚の挨拶をした際に矢追の父である会長から励ましの言葉をもらった事も大きかった。恐縮してガチガチの結子が挨拶をすると、肩を叩いて言葉をかけてくれたのだ。『健吾と結婚してくれると聞いて、とても嬉しい』と。そして、『綾野さんの仕事ぶりはよく知っています。これからも期待しているよ』とも言ってくれた。

　まるで、慈しむような会長の表情から、それがリップサービスでは無いことが伝わって、結子は感激で目を潤ませたのだった。そんなことを思い出しているうちに、エレベーターは地下倉庫に到着した。

「お、あや……じゃねぇ、矢追来たな」

「大嶺さん、先日計測したリーディンググラスが届きました。なんとかルーペよりは良いでしょう？」

「本当に買ったのか？　お前、太っ腹だなあ」

「何をおっしゃる！　Ｓと５を見間違われるよりはマシですから。あ、ちなみに大嶺おおみねさんのボーナスから、メガネ代は引いておきますね。だって、間違いの張本人だったわけですし」

「くそー！　お前、しつこいぞ。いつまでも人の失敗をネチネチと……」

　本当は大嶺から代金を徴収する気は無い。少しだけチクリと嫌味を言っただけだ。実は、ボアスエット不明事件で、結子達に迷惑をかけた張本人は彼だったのだ。

　事件の後、結子にボソッと打ち明けてくれた。観念して眼鏡屋に行くと言うので、この際、倉庫係のおじさま全員に、会社から眼鏡を配布することにして、ショッピングモール内のメガネ店に全員で計測に行ってもらったのだ。

　ワラワラとおじさま方が結子の周りに集まって来た。メガネを配っていると、口々に好きなことを言う。

「おい、新社長は今日は来ないのか？」

「さすがに今日は来ませんよ。だって午後から海外出張ですから」

「分からねーぞ。また昼飯時になるとやって来たりして」

「まさか」

　今日から一週間、大切な商談で海外に出張する予定なので、呑気に妻とランチを摂る暇は無いはずだ。結婚して二ヶ月とちょっとになるが、矢追はいまだに、このメガストアにやって来ては結子とランチを摂るのだ。公私のけじめをきちんとしたいので、店内で懐かれると仕事がやりにくい。それでなくても、社長のおかげで主任になれたと陰口を叩く人もいるというのに……。

「結子」

　噂をすれば影だ。矢追の若々しい声が倉庫に響く。おじさま方が笑いながら矢追を迎える。

「社長、もうこの際、社長室を店の中に作れば？」

「あ、それ良いですね。どの辺に作ろうかな？」

　冗談っぽく聞こえるが、きっと本気だ。結子は慌てて止めに入る。

「却下します。社長、空港に向かう時間では？」

「結子、冷たい。顔を見てから行こうと思って立ち寄ったのに」

　そんなのいらないし。昨夜から今朝にかけて、暑苦しいほどぴったりくっついて、色々致したはずで、結子は十分すぎるほど夫をチャージした気でいたのだが、矢追はまだ足りないようだ。おじさま方は、眼鏡を受け取ると、夫婦の邪魔はしないよ。とばかりに各持ち場に散らばっていく。結子も矢追とエレベーターに乗り込んだ。

「ね、健吾さん、時間な……」

　いきなり抱き寄せられて唇を塞がれた。飢えたように激しく食まれて、結子は息もできない。

「んっ……んん……っ」

　エレベーターは一階についているのに扉は開かない。矢追が『閉める』を押しているのだ。結子はトロンとした目で矢追を見上げた。

「健吾さん。行かないと……」

「結子を連れて行きたいなぁ。離れたくない」

「……私も。でも仕事だから」

「うん……」

　絡まれた指はもう拒まない。結子は矢追に手を引かれて駐車場に向かう。矢追の姿を見つけた秘書がドアを開けて待ち構えていた。

「いってらっしゃい。ちゃんと契約してきてね」

「結子、後で電話するから」

　メッセージでいいのに。そう思ったけれど、頷いた。

「……はい」

　車が見えなくなるまで結子は駐車場に立っていた。矢追は結子がずっと自分を乗せた車を見送っていたなんて、きっと知る由もないだろう。一時も離れたくないのは結子も同じだけれど、それを上手に伝えるスキルが無い。でも、今ではそれに不安を感じる必要はなかった。矢追が過ぎるくらいの愛情を与えてくれるから……。

　いつかきっと、二人の想いの強さや方向は重なり合って溶け合うのだろう。結子はそれを確信していた。

『健吾さん、大好きだよ。愛してる。無事に帰ってきてね』







〈終〉
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